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第 l部調査の計画および実施の大要

I 調査の 動機

わが国の児童 .青少年の道徳性の低下，精神的頼廃K関する論議が盛んK行なわれている。新聞・

ラジオ ・雑誌など1'(.一日としてとの問題K関する言葉がみあたらない日はないほどである。また，

父母は子どもの反抗的態度・不従j顕・不作法・乱暴な言葉づかい，自己本位念考え方左どに心を悩

まされて ，道徳教育の徹底を学校に要望してWる。

このような児童・ 背少年の道徳性を高jめるため1'(.学校教育の果たす役割は大きいことは当然で

ある。しかし， ζの道徳性低下の問題が ，ただちlζ学校教育に結びつけられ ，その責任Kついて語

られるととろI'L.検討されるべき問題がある。

す左わち，児童・青少年の道徳性の問題を考えるとき ，大人の但IJI'(なける責任，家庭 ・学校 ・社

会の費任が，同時1'(.並行的Kとりあげられていかねばなら念い。 rわれわれ大人自身の道徳伎は，
とのままでよいのか。われわれの構成する家庭・学校・社会が道徳性を低下させる温床ではないか。

児賞・背少年の道徳性を高めるために ，われわれ自身にまず改めるべき態度はないか」という 自己

反省が，大人の側，とくに'家庭H 1'(求められるべきであろう。

子どもの道徳、性を高めるため1'(.家庭がさめて重要な機能をもっている ζとは ，あらためて述べ

るまでもない。との家庭の中で ，大き左影響をもま》ものとじて，まずあげられるものは ，子どもの

心のよりどとろと左る殺の道徳性である。たしか11:，子どもの道徳性は経験的学習・行動的学習の

過程をとかして発達していくものであり ，したがって，阿親Kよって示される道徳行動の主l 行儀作

法のととど感覚運動的のものから，ものの考え方，価値への態度のよう念内面的をものに耐える)は

子ども¢道徳性の発達に大きな影響を与えるvtt当然でibる。すなわち ，親の道徳性が高ければ，

チどもの道徳性も必然的K高級されると予怨される3

しかし ，ζ とで考慮しなければならないのは，親の道徳性が高ければ，必ず，子どもの道徳、性が

高いといえるかどうかである。送徐;教育を構造的1'(;考えるならば，その最も表層にしつけあるいは

訓練が存在している。家庭(1(:Jo'けるLうけが親の意志どお，!J 1'(子どもの心K定脅し， さらK実践さ

れるようになるには ，親自身の道徳性が高いζとが必要であるととはもちろん ，親子が望ましw関

係にあるととが ，さらに大切であるう。支え， ζれかあれかのいずれかを選択しなければならない

.具体的状況になかれた持，状況を正し〈理解し，判断して ，自己の責任κないて，いずれかの道を

選ぶととを烈断するという場合1'(，親の期待する行動がとられるためには ，殺と子どもは精神的1'(

深いつながりをもっているととが重要であろう。

親の子どもに対する援し方が ，子どもの愛情への欲求をみたし，情緒の安定をもたらしているか

どうかが ，子どもの道徳性を高めるための要因ではなかろうか。以上の動機から ，との研究がなさ

れたものである。

E 調査の目的

との研究は ，母子闘の道徳性のずれの大きさに応じて

/ ) 母子それぞれの道徳性の高さは ，どのようKなっているか



。2) 母子関係はどのようでさうるか。

3) 子どもの出生順位はどの主うであるか。

を調査し，子どもの正しい倫理観や道徳的心情が育、てられ，道徳笑践として具現するためには，

1) 母親自身の高い道徳性が必要とされるばかbで念<， 

.2) 望ましい母子関係が成立しているととが要求されるのではないか，

という点を追求し，究篠的V<:，

子どもの「道徳性を高めるため，'(，効果的かつ促進的K働〈望乏しい母子関係の~.!J方を解明

する。〉

E 調査の内容

1) 親子関係Kついて

A) 親子関係の類型

親の子どもに対する愛情に満ちた態度とか放任的念態度，あるいは，そういうものによって作ら

れる家庭の顎語気は，あたかも個人の性格がそれぞれ相違するように，それぞれの家庭によってν4ろ

いろ異なる。 ζの集団特性については，臨床心理学者は古くからいろいろと類型化してW る。

しかし， ζζでは， ζの調査を進めるために用いた東京教育大学助教授品川不二郎氏の類型Kつ

いて述べてみる。

品川不二郎氏は，拒否的一保護的 ，支配的一一服従的 ，矛盾的一一基準的という 3つの因子K

基づいて親の態度をダイア・グラフK示したようV<:/O種類K類型化している。

に偏食三'1
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B) 類型とぞの具体的内容 ¥

品川不二郎氏の各類型K含ま!

れる親の態度を具体的K述べて

みる⑫

消極的拒否

子どもK対する無視・放任-

無関心-不信用 -懇感情不一

致念どの親の態度

積極的拒否

子どもK対する体罰・虐待・

威嚇・屈辱 ・過酷な要求 ・保

護養育の責任を放棄するなど

の親の態度

厳格

子eもK対する愛情はるるが

常K厳格・頑問・強制?をどの

態度をとり，命令 ・禁止・批

判で絶えず子どもを監督して

いる親の態度



， 

期

干

不

溺

、三~

回

待

渉

安

愛

従-

矛盾不一致

子どもの素質・能力・適性・希望まどを無視して，もつばら親の要求

ずる方向や水準K従わせようとする態度

子どもをよbょくするためκ細々と世話をやき，できるだけ助力や指
図を与えようとする態度

子どもの日常生話・学業・健康・交友関係などVL.ほとんど無意味と

思われるFほどの心配や不安を抱き，そのため必要以上の責任をとり，

過度の援助や保護を与える態度

子どもを但IJVCないで相手をしてやるととを何よbの楽しみとし，ささ

加えEζ とに賞を与え，必要以上にかばってや.t.惑w乙とl吃対しでも

味方になってやる態度

一切の権力を子どもκもたせ，裁はどん左犠牲を払っても子どもの要
求を入れる態度

ひと Dの親が時と場合により，しつけや態度k矛盾をきたしたり，ま

た，両殺の態度が一致しないととをいう。

c ) 親子関係診断テスト

以上の類裂に墓づいて，品川不二郎・品川孝子夫妻は ，親モ関係診断テストを作成した。とのテ

ス上の各類裂には /0問題あ!J，一つの民彊は， (いいえ，ときどき， いつも〕の三段階K自己

評定するようKなっている。問題の一つを参考Kのをてj，~ <。

f'ちなたは，子どもが話かけても 10そがしいからねJをどといって相手に念らないととがありま1
1
、すか。 ¥s¥sぇ， はい ときどき， はい いつも / 

とのテストKよって得られた粗点は，各類型どとに集計され，パーセンタイルK換算される。友

会，とのテストの手引書Uてよれば，0--.20パーセンタイ Jレ区聞にあれば，母子関係は危検， 2 1 

- 4 0バーセンタイル以内九危険 ，so.ノマーセンタイル以上は普通と判定されるdな公，パーセンタイi

Jレが高いほど，母子関係はより良好できうる。

ζの調査K用いられたテストは ，品川不二RfS，品川孝子共者の田研式親子関係診断テスト(児童

・生徒用)である。

I ) 道徳性tてついて

A ) 道徳性とは何か

道徳性とは道徳心，道徳意識，道徳観念，道徳観として周v，られるとともあるが，最近

は道徳、行為が強調されるようVてなったので，ぞれを包含するものとしての道徳性とW う用

語が，より多く用いられるよう托なってきた。

したが って，道徳性は社会生活の規範としての法則に一致する心性であり，道徳意識と

道徳行為を統合したものであると加えよう。しかし，真の道徳性は，つねVL，自己の属す

る集団や社会の福祉をも ゾとも重んじ，自己の願望や利益を重視すべきで1まいともいわれ

るが，このような真の道徳性は幼少の児童Kば期待できな加。

以上のような見解もあるが， ζρ調査をすすめるtてあたっては，道徳性を「道徳の知的

理解としての倫理観(規範意識)と道徳的実践を支配する道徳的心情〈実成意識)Jとの

こつの内容をもつものと考え，との両面について調査する。

-3-



規範意識

実践意識

客観的道徳的判断力や知識

主観的な道徳的態度や行動方針。実際の行動に対しては，まだ隔たり

はあっても，とちらがより直接的念道徳意識であるから， ζれを実践

意識とよぶ。

B) 道徳、の内容

どのような道徳、の内容κ立胸して調査を実施するかで念るが ，いうまでも念< ， それ

は今日の道徳教育の内容として一般に承認されているととろKよらなければ念ら念い。と

ζろが， ζの点κ関しては今日まで議論のつきな加ととろでるって，すべての人を満足さ

せる内容は，いまだK椛立されていない。

しかし，文部省の学習指導要領の道徳編K示しである内容Kフ加ては，批判はあるが，

現在，小・中学校の道徳教育の指導内容であり，また，最も多くの人々の同意と理解を得

るものであると考える。したがって ，調習す象となる道徳内容は学習指導要領の道徳編K

示してある内容に従う ω

c ) 道徳性テスト

きE

活E

的

fゴ

動

織

式

ζの調査をすすめる1にあたっては，教研式道徳性検査を用いた。それは， ζの検査にま?

ける道徳、性・道徳内容の考え方は， A)・B)で述べた規定と，だいたい一致していたか

らである。

との検査K採用されている道徳内容は，指導要領K多少の修正を加えたものであるが大

綱は変わっていない。すなわち，指導要領(小学校〉κ示された叫の往のうち.nV 
「道徳心情，道徳的判断」と.lHの「個性の伸長，創造的な生活態度」を結合して「イ臥

としての道徳Jと念し，他の.2本はだいたいそのま"1VCして，次K述べるよう没 3本の ・

往とし，そのなかKそれぞれいくつかの具体的内容を，とれも指導要領中のものを取捨統

合して定めてある。 1tシ，どの内容も/問題沙諸ら成っている。との検査が測定する道徳内

容はつぎのと訟bである。

4 年 生 d 年 生

健康保持 俄&r~ttl進

2 安全保持 2 安全確保

5 自分のことは自分でする 3 白分のζ とは自分でし他人に頼らない

4 礼儀作法をi乏しくする 4 礼儀作法者是正しく時と織に応じで遺切

にする

5 身のE主わりを重量型車盤頓する 5 環境の美化につとめる

6 自他のものを区別する 6 ものや金銭を大切にし上手につかう

7 公共物売を大事に上手に使う

8 時闘を大切にし時胞を守る

， 自主性 7 自符

-4ァ



個

人

と

し

て

の

道

徳

4 

1 0 責任

1 1 誠実

1 2 誘惑に負けない

生年

1 3 図録にたえる

1 4 節度，節制

1 5 動積物の愛磁

1 6 向上心，努力

1 7 合理的な行動

1 8 創意，工夫をζ らす

4・P 廟渇をもって鮮明につとめる

20 ょいと思ったととは進んで行なう

2 1 だれに也親切にする

6 年 生

日 責任

? 正を変し，不涯を憎む

1日 目糠達成への努力

1 1 反省，思慮

1 2 隼命愛鐙

1 3 似性伸長

1 4 向上心 ，努力

1 5 合理的行動

1 6 :nU愈工夫により生活をよりよ〈する

1 7 呉寝の追求に絡める

18 新しい分野を附いていく

1 9 弱い人や不幸な人をいたわる

社

会

成

員

と

し

て

の

道

徳

2 2 仲よく助け合う I 2 0 理解ーと協力

2 3 だれにも公平にする I 2 1 利認にこだねらず公平な態度をとる

2 4 規則やさまりの主主義を知り ζれを I 2 2 自分たちで規則を作って守る

守る I 2 3 協力して人のためになる仕事をする
2 5 義務を稲突にはたす I 2 4 学校の人々を激変する3

2 6 家族の人々を敏浸する 1 25 国際社会の一家aとして国家の発展に

つくす。

2 6 世界の人々に対して正しい理解をも s

つ !

上に述べたそれぞれの内容につwて，規範意識と笑践意識を調査するわけでるる。例と

して問題一つを容器三』てあげてか{。

〈社会成員としての道徳)

ロスプンゼノレスのオリンピック大会で，竹中選手は一万メートル競争の最後Kグランド

ーまわPもシくれてしまい，うしろからーまわりはやい外国選手が追加治とうとぜまって

きました。そのとき竹中選手は，じぷんの走ってwる所を外国選手のためによけてゆず q

たので ，さかんなはく手を受けました。

問題/ たとえじぶんではでき左〈・てもよのから，1/¥ちばんよいと思うもの一つVCuをつ

け念さい。

/ ・・……・ζれは竹中選手だけのζとであって，日本む固に関係はな加。

- 5ー
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J ……一外国人の走る場所をじゃましでも勝とうとするのがよいζとで，

ゆずる必要はなかった。

3 ………外がわからめ くきまりになっているので ， ~ずらなくてもよかっ

た。

《 ………ゅう勝者Kよ門主撮を出せるようにした竹中選手の行7I:V¥は，日

本人のよ悼ととるを世界K示したととになる。

s ..…… よけてやるカがあれば，その分をもっとがλjばって走るべきだっ

た。

問 Jiコ…一一命7をただったら，どのようにしますか。その番号を一つ「三ゴの
の中K書きなさい。

D) 道徳、佐のずれ

t訟手間の道徳性のずれとして，規範意識のずれと実民意識のずれの二つの商を考える。

上に示した問題K従ってずれの求め方を述べてみる。

問題I ~'C i.'いて，たとえば母親がμを選び子どもが/を選んだと.すれば，手引警の配点

基準κ基づ同て母親Vζは.2点，子どもには/点が与えられる。とのようにして待た得点を

もとKして，手引替vc:従ぃ母子聞のずれを求める。

な草子 ，単に道徳{生のずれという場合は，規範意識，実践意識の両面のずれを意味する。

道語性の高さは，手引舎の配点基準による得点合計によってあらわされる。

3 ) 家族構成Kついて

家族代つWての調査内容，形式は次のとお‘りである。

父母 兄 姉 弟 !妹 祖父 祖母 なじ ま?ば

つとめている
1¥ 1¥ ト一一一

つとめて仰ない

大 学生
1¥ 1¥ 

寸ム斗ーι 高 校生 1¥ 1¥ 
生 f 中 学生 「 ¥ I ¥ 
小 学 生 ¥ I ¥ [¥ 決幼稚園VCV¥っている

いI~ ¥1 ¥1 ¥ 
説雑菌に刷ってい念い I ~ ¥ 
司と の 他

• 、
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注 ・ 調査事項Kついては，調査当日の家庭状況を記入する。

「つとめている」とは家庭の外K勤めにでている ζとをいう。 しかし ，}吉を経営し

ている場合，そζで働いてなれば.rつとめて刷るJとする。
'各空欄は人数を記入する

fその他JVCついては，)吉良，下宿人などの同居人を記入する。

N 調査の対象とテスト

/ ) 調査の対象とその選定理由

・州市立H小学校 門年生男/ノ2名女/.25名合計μ3名 )

-選定理由

A ) 子どもKついて

l6年生男/・3.2名女/与/名合計.273名 j
の児童とその母毅全員を調査の対象とした。

かぎられた時間で，最も効果的念調査をするためKは，適切な調査対象を選定し乏けれ

ばならない。このためVC，子どもの思考，社会的行動，道徳性左どの発達段階K関する従

来の研究を調べ，発達段階的κみて典型的な特性をもっ学年を調査の対象と してとりあげ
るととが量要である。 ζれは，調査結果を比較検討するためにも火〈乙とのでき念いもの

である。

まず， μ年生VCついて述べてみる。

.・思考の発達に沿いては，非論理的思考の時期から論理的思考へ展開する過渡期Kある。

社会的行動κ会いては，集団集会期といわれ，集団内の成員間tては相互の交渉が行tj:

われ，水平的K結合する。しかし，完全K組織化されているのではな<，ナζし強い

力が作用すると，すぐ統ーが彼れるような，まだ不安定な状態にある。
¥ 

.道徳判断の根拠〆自分のものと他人のものとの区別左どKつwては，小学校.2年生の

時期と~年生の時期が道徳性発達上顕若な特徴を&らわ寸時期で参る。一一一- .2年

生までは幼児時代の自己中心ぜ性の延長であり，ユ年生からタ年生までは，初めて・客観

的世界にのりだした結巣，混とんとした時期である。←一一

6年生Kついて

思考の発達V亡診いては，論理的思考の展開期である。

社会的行動にないては，集団的統一期と加われ，成員聞の結合は強国になj)，相互依

存度は強ぐ念る。しかも，成員の活動は異質化して，地位，役割，分担が発生する。

道徳、性の発達に沿いては，ほほ，自律的道徳の段階κ達する。
以上のよ内方:タ ・6年生の発遼国者と他の学年の発達朗穏とを比較すると，

.2・μ ・6年がーιれぞれの発達劇活の特徴をあらわす中心的学年となって加る。したが

って3・u・6年を対象学年とするととが適切である。

しかし ，親子関係診断テス トの適応範囲は I ~年生以上となってwる。それで今回の対

象児童はタ・ ι年生とした。
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B ) 母親Kついて

幼児は母親が感じるようK感じ，母親が考えたり，行なったbするように，考え，働

し自己を母親と同一化させている。乙のようK幼児の情緒，行動は母親との人間関係の念

かで決定されているわけであるが，しだいに年令が進むにつれて ，一方ではこの母への依

存から独立しようとする気還がみえはじめる D 学童期にはいると学年が進むに従ぃ，父母

を中心とする家族全体の関係が織bなす家庭内の努園気が彼らの心¥'LV>ろいろな意味をも

った影響を与えるようになる。

では，小学校μ .6年生の児童の親子関係を調査するには，父と母とのうちどちらが，よ

b適切であるうか。

と ζでは次の理由から母子関係を調査対象とした。

第ーは父の不在という問題である。誇張した形でいえば子どもが回をaさましたときK

は，すでに父親は出動してがり，父親が帰宅したときには子どもはもう眠っていると

加う現象である。ζういう欠損家庭K等しい家庭が日本Kも多くなってきた。

第二は父親・の相中的不在とでも呼ぶべき問題である。父親が子どもの目から隠され，

子どもに理解されないでwるとすれば，父親と子どもとの心のつながりが弱〈な!J• f 

子どもの心の中¥'L:J'>'ける父親の地位が低くなる。

第三は父親の不在・精神白羽三在は互いK作用しあって父親の孤立を生みだしている

という問題である。子どもKとっては存在しないに等しw父親にかわって，母親が支

配的役割を果たす場合，母と子が主存在として結びつき，父親は影のような存在K念

る傾向があゐ。

c ) テストレてついて

6年生の児童とその母親には，小学校6年診断用教研丙萱徳性検査を， ~年生の児童と

その母親(zl'i小学校タ年用を実施した。

親子関係診断テス 卜Kは ，両親用と児童 ・生徒用の。2種類あるが，ことでは児童・生徒

用を採用し， μ・6年生全員K実施した。 /

児童 ・生徒用テス トを用いた理由は，

母親の態度に関する母親自身の自己評価と子どもの評価とはかならずしも一致しない。

しかしこの調査では，子どもの評価を重視する。

母親K家庭でテスト記入を依頼した場合，母親の多忙・非協力念どの理由から，母叙

以外の人が記入することが考えられ， 母子関係が明確には握でき念い》それがある。

V 調査の手続と方法

/ ) 親子関係診断テスト

実施期日 昭和37年7月

実施場所 新潟市E小学校

実施方法 調査対象児の各学級主任の指導・監債のもと，放送をとbしてμ・6年
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ぷ〉 道徳性検査

生いっせいK期信した。なか，調査者が放送を担当したが，放送が不明

瞭であったり ，児童が内容を理解でき念かったりした場合は，各学級主

任に補足説明を依頼した。

児童K配布した親子関係、診断テストの回答用紙(調査者作製)~氏名の

記入を求めなかった。しかし，とがし番号を記入し，他のテスト vc:;t，~い

ても .t同一番号のテスト用紙が本人とその母親に配布できるよう考慮し

た。

家族構成調査も， ζれと同時K実施した。

-調査対象児κ対する検査は，各学級主任κ依頼して適宜実施し，そのまゆ，ビの検査は学
校の成績とは無関係であるので，ありのまま正直K答えるように強調した。

母親につwては，調査の趣旨を記した印刷物を添付した検査用紙を児童をと辛子して家庭K

配布し，それぞれ家庭で記入していただいた。な:;t，~ .趣旨のなかで，とくに，強調した.sは，

「個人の記入内容は厳秘にする。かならず母親自身が記入する。.J，で4るうえ。

H 調査結果の処理

調査察の選別

第一劇務として，殺子関係、診断テスト・道徳、性検査のうち一つでも欠けたものは除外

した。

第二段階として，欠損家庭，祖父母が同居している家庭は除外した。

第三脚皆として，親子関係診断テスト，道徳性;検査の問題でf問(大項目)でも半分

以下の回答のものがあれば，とれは除外した。

採点・処理

無答の小間KつW ては，道徳性検査，親子関係、診断テストともク点を配した。採点につ

いては，以上のほかは，まったく手引書K したがった。念i.~ .母親K関する道徳性検査

の結果について標準化された五基準はない。したがって，母子ともに粗点の合計をパーセ

ントに換算し， ζれに基づいて比較考察を行念った。

ーー守一-



第 11部 調査結果とその考察

ゲループ構成

第I:部・刊の選別基準K適合した二子どもは ，まず学年，性知IJVCよって類別され，ついでその母親

が家庭Kいるグループと母親が勤めているグルーフ'VCわけられた。とのような手順で編成されたグ

Jレープを基礎集団と呼ぶ。 ζの基礎集団は母子聞の道徳、性のずれ陀基づいて，ずれの大きいグルー

プ(( L)グループ)・ずれの中位のグループ(( M)グノレーフヴ ・ずれの小さいグループ(( s ) 

グループ)VC分類された。

道徳性のずれと して， 規範意識のずれと実路意識のずれのぶつの面を調査したが ，との研究をす

すめるにあたってはえず歩湖道意識のずれを義準としたグループを構成し ，ζのB的の達成K必裂な

事項を，調査 ・集計・考察した。ついで，実践意識のずれK基づいてグルーフ.を再編成し，同様の

調査 ・集計・考察を行なった。

( L)・(M)・(s.)クコトプの構成V亡さいしてはずれの合計点を基準として，学年・男女などを統

ーした区分の設定を意図したが ，ずれの大きさや分布にかなりの差異があり ，それが不可能であっ

た。したがって， ζの調査では，前K述べた基礎集団どとKずれの大きいグループ，ずれの中位の

グループ。ずれの小さWグループの 3グルーフ.を構成した。したがってとの調査で用いるずれが大

きい。小さいという言葉は，学年・男女Kより，その判定基準が異なっている。

与L上の手j原Kよって構成された道徳性のずれの大・中・小の3グループのうち ，ずれの中位のグ

ノレープは，考察の対象から除外した。その理由(r;t，とのような道徳性調査Kないては.被調査者の

その日の精神・身体的状況などによって調査結果が変動しがちでるるが，中間グループを除外すすL

ば，一方のグループから他方のグループに移動するととは比較的少なく，より客観的な資料となる

と考えたからである。

との調査結果の記述にあたっては，次のJ点が配慮されている。

内容をわかりやすくするためにグラフを多〈用い，詳細な数値は最後の資料編vcまと

めた。

グラフは歩調を多〈用い ，(s)・(L)両クソレープの傾向が零易K比較できるよう飢え

E 母子問の道徳性のずれ

第日部 .1で述べた基準により構成された(L)グループの母子の道徳性の高さと， ( s )グル

ープの母子の道徳性の高さとを比較 ・検討し ，母子聞の道徳のずれと母子それぞれの道徳性の高さ

との間VC，どのような関係が存在しているかを追求する。

したがって，第 1図から第 16凶までのグラフの主念観点は次のとが台でるる。

( s )グループの母親と(L)グループの母親とでは ，どちらの母親の道徳協が高いか。

( s )グループの子どもと(L)グループの子どもとでは，どちらの子どもの道徳性

が高いか。

( S)・(L)各グノレーフ.内K珍いて，母親と子どもとでは，どちらの道徳性が高い

か。
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1) 規範意識のずれと道徳性

各本総集団どと(iL，規範意識のずれK蒸づいて構成された (L)クツレープと (8)クソレー

プの母子の規範意識と実践意識の高さを検討する。

A) 勤めてい念い母親と子ども

(グラフVζついて〉

縦軸の数字は，道徳、性テストによって，各個人が得た紅点を(S') ・でL)宅各クツレァ

プどとK集計-平均じ;，A一セントでるらわしたものでるる。

核軸の数字は次の内容をもっ。

/ 基本的行動様式

。Z 個人としての道徳

3 社会成員としての道徳

μ 以上3項目の総合道徳、

念ぉ、，具体的な内容については，第I部.IV，.z)， c)を参照されたい。

一一 (L)クソレープの規範意識の高さ 一一ー(8)クソレープの規範意識の高さ

一一(L)クソレープの実践意識の高さ ---ー(s)クーループの実践意識の高さ

~\l lおから第タ図までを樹観してみ工う。

イ〉 母親の道徳性の高さKついて

・総合道徳では，規範意識 ・実践意識いずれの簡にないても ，( s )グルーフ・の母親
が高い。

/・.z・3の各項目{I(:þ~いても /・ 3の例外はあるが， ( s )グループの母親の道

徳性が高加。

( s )グルーフ・の母親と(L)グJレーフ'の母親との道徳性K顕著左差がみられる項

目は，社会成員としての道徳でるる。

・(s )・(L)両グループの母親は，共K社会成員としての道徳性が最も低加。

ロ) 子どもの道徳性の高さKついて

母親と同様(iL.いずれの項目に主;>v>ても.( 8 )グループの子どもの道徳性が高い。

また，両グループ聞に顕著な差のある項目，両グループとも最も道徳性の低い項目

はいずれも，母親と同様である。 しかし， (8) ・(L)いずれのグJレ」プκシい
ても子どもの煩範意識と実践意識とのずれは ，母親のずれよりも大きい。

ハ) 母子の道徳性の高さについて

実践意識では ，(S)(L)v>ずれのグループ{I(;þ~いても，母親が高い。規範意識

Kついては， ( S)グループでは ，母子いずれが高いともいえないが.( L)グル

ープでは子どもがやや高いとみるととができる。
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B) 勤めている母親と子ども

第 5図から第g因企でを概観してみる。

イ) 母親の道徳性の高さKついて
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総合道徳につwてみると，殺範意識では(s )グループの母親が高い。また，実践意

識でも，差は小さいが(s )グループの母親が高加。

/・.2・ 3の各項目κ辛子いても，.2・ 3の例外はあるが，全体としては， ( S)グル
ープの母親が高いとみるととができる。

両グループ間の道徳性の高さK著しい差がみられる項目は，社会成員としての道徳で

ある。

道徳性が最も低何項目としては， ( s )・(L) 両グループ共通~，まず，社会成員

としての道徳 ，ついで，基本的行動様式があげられる。

ロ〉 子どもの道徳性の高さにつ加て

母親と同様に，いずれの項目~:þいても， ( s )グループの子どもの道徳性が高いと

みることができる。

また，両グループの聞に顕著念差のある項目・両グループとも最も道徳、性の低い項

目は，いずれも社会成長としての道徳、である。

しかし， (s) ・(L)いずれのクツレープK訟いても子どもの規範窓識と笑践意識と

のずれは母親のずれよ りも大きく，との傾向はι年生K著しい。.

ハ〉 母子φ道徳性の高さにつwて

実践意識では， ( S)・(L)いずれのグループK沿いても，母親が子どもより高い。

とく~ ，との傾向は 6年生K顕著である。規範意識につWては， ( L)グルーフ・では

子どもがやや高いが， ( s )グループでは，母子いずれが高いともいえ念加。
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.2 ) 実践意識のずれと道徳性

母子間の笑践意識のずれに基づ凶て構成された(L)グループ・(s )グループそれ

ぞれの母親と子どもの規範意識と実践意識の高さをを錯すする。

A) 勤めていない母親と子ども

第?図から第/ぷ図までを概観する。

イ〉 母親の道徳性の高さκつwて

総合道徳K関する規範意識については， ( s )グループの母親が高加。また実践

意識でも， /つの例外があるが，全体としては (s)グループの母親が高いとぶ

るととができる。

( s )・(L)両グノレーフ.の母親の道徳性の差は，規範意識より も実践意識に顕

著KあらわれてW る。す念わち， ( S，)グループの母親は笑践意識が高加。

ロ) 子どもの道徳性の高さについて

あらゆる道徳項目に沿いて， ( S)グループの子どもの道徳性が高加。

( s )・(L)両グループの子どもの道官慌の差は，規範意識ょPも実践意識K

顕著にあらわれている。すなわち， ( s )グループの子どもは実践意識が高加。

ハ〉 母子聞の道徳性の高さlモつWて

規範意識はどちらかといえば，やや子どもが高<.笑践意識は母親が高い。

一 ，14-
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l>1 Iこを念公安かK安約すると， (S)クソレープの母子は， I・3の例外がるるにしても，

(L)クJVープの母子より も道徳性は高<，と(1'(実践意識K顕著a左差がみられる。 道徳項

目別κみれば ，社会成員と しての道徳K関する道徳性K著しいへだたりがるる。子どもと

母親の道徳性の高さを比較すると ，どちらかといえば ，子どもは規範怠識が高(，母親は実

践愈識が高い。
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B) 勤めてWる母親と子ども

第 /3図から第/6図までを概観してみる。、

イ) 母親の道徳性の高さKついて

総合道徳、K関する突践意誠については I ( S )グルーフ・の母親が高加。しかし ，規範

意識では，第/3・/5図のように(L)グノレ-7・の母親が高い場合もある。

( s )・(L)両グ)V--プの母親の道徳牲の差は，規範意識よりも笑範意識K顕著Kあ

らわれて阿る。(S)グループの母親の実践意識が高いととを意味している。

ロ) 子どもの道徳性の高さについて

( S )グループの子どもは， ( L)グループの子どもより実践意識が高い。しかし，

規範意識の高さは ，両グループほほ相等しい。

ロ) 母子間の道徳性の高さについて

規範意識では ，どちらかと加えば，子どもがやや高加。

実践意識では母親が高<，とく1'(6年生では， ζの傾向が著しい。

以上を;t，~;t"まかに要約す.ると， ( s )グループの母子は ，( L)グループの母子より実

践意識が高<，その差が顕著である。規範意識Kついては，基礎集固によってその傾向

が異なるが，どちらかと加えば I ( S )グループの母子がやや高刷。子どもと母親の道

徳性の高さを比較すると，母親は規範意識はやや低いが，実践意識が高いとみるととが

できる。
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.5') まとめと考察

母殺の道細企についてみると，母親の職業の有無Kかかわらず基本的行動様式，個人とし

ての道徳・社会成員としての道徳・総合道徳念どいずれの項目!'c;!;'v>ても， ( S)グノレー7'

の母親の道3性が高いと結論がづけられる。 ζとで，v づけられる'と述べたのは，道徳項
目・基礎集団によっては， -( L)グJレーフ・の母親の道徳性が高い場合があるからである。し

かし，その数はきわめて少なく，全体的傾向としては， (s)グルーフ'の母殺の道徳性が高

v>とみるとと刃Zできる。

(む)・(L)両ク〉ャーフ'の母親の聞で，道徳性の高さK最も大きな差がある道徳、項白は，

社会成員としての道徳であり ，ついで個人としての道徳・基本的行動習慣と念る。また，

( s )・(L)いずれのグノレーフ・においても，母親の道徳性の最も低い道徳項目は，社会成

員としての道徳である。西洋人と比較して日本人ほ，社会成長としての道徳性が低いといわ

れるが，との傾向はζの調査結果にもあらわれているようK考えられる。

子どもの道徳性Kついてみると，だいたい母親と同様のことがいえる。すなわち.( El ) 

グJレーフ・の子どもの道徳性は(L)グループの子どもの道徳性より高<，道徳性の高さκ顕
著な差が認められる道徳項目は，社会成員としての道徳であ.!J，ζの以自では，また，両グ

ノレープの子どもの道徳性は，最も低いといえるからである。 J

母子の道徳性の高さについてみると ，規範意識の高さK 主)，-\/l ては，母子間K差は~v>とも

¥いえるが， ( L)グノレーフ・では，どちらかといえば，子どもが高いとみる ζとができる。

しかし，実践意識では，( S)・(L) v>ずれのグループ!'c:J;，>いても，母親が高加。すなわ

ち，日常生活に;l>>v>て母親によって示される道徳的行動は，子どもの行動よ bも，道徳的に

~ 1"]-



は高いもCであるととをあらわしている。

子どもの道徳性を啓培するには，その子どもと接触する人の道徳性が高くなければなら念

いととは，当然の与とである。との意味κ会いて，子どもの心のよ りどとろで怠る家庭とく
に母親の道徳性が高ければ，子どもはそれK刺激され，子どもの道徳性が高錫されるととも

当然で遣うろう。したがって (s)グループの子どもが (L)クソレヶプの子どもより道徳性が

高〈念っているととも，また，当然で巻るo しかじ，ととで注意すべきととは母子聞の道徳

性のずれが小ざい場合v(，母子ともに道徳性が，より高いという ζとでさ与る。とのととを裏

がえして言えば，母親の道徳性が高ければ，子どもの道徳性も高錫され，両者の閣のずれが

小さ〈左るととが多hと縫測するととが可能できるる。

さき ~.(S)' グJレープの母親は( L)グループの母親ょ!J，とくに社会成買として道徳、

性が高いという事実を述べた。す念わち母観が「不幸念人をいたわる，規員IJやきまりの意義

を知りとれを守る，利害tてとだわらず公平左態度をとる，義務を確実Vてはたす:

つねK皆で話し合い，協力して人のためKなる仕事をする」などという民主的念態度を，

いつもは持しているならば子どもは，との母の態度に刺激され母子関の人間関係は密接と~

!> .母の道徳性が子どもの心の中に啓培されていく基盤を作るζとは確かである。すなわち，

子どもの道徳性を高めるKは，母親自身が高い道徳性を身につけていることが，まず望まれ

るが，ぞれとともに，母親の子どもへの援し方，母裁と子どもとの感情の交流の仕方も見逃

がせ念加重要なととであろう&考える。

この調査では， ( s )グループのすべての母親が， ( .~ )グループの母親ょh道徳性は高

いとwう結果は得られていない。母親の道徳性が高〈とも，子ども道徳性が低(，したがっ

て，母子聞の道徳性のずれが大い事例が存在している。

道徳性の~培の問題は，子どもの全体的内面にふれる問題であ v ，大人と子どものぶれあ

いの在b方ζそ，道徳性を啓培する実質的念心理学的基盤をなすものであり，また中核的要

因としてとりあげねばならないと考える。との人間関係のあり方のなかV(，道徳性の啓培VL

効果的で促遡令なものと，妨害的で抑圧的κ働〈ものとがあると推定するのである。とのこ
とKつ同ては，次に，母子関係を素材として追求する。

E 母子同係の類型と道徳性のずれ

第I音sl[・/・ A~ 恥て母子関係の類型として，拒否型(消極的拒否・積極的拒否) .錨E

型(厳格・期待)，保護型(不安・干渉)，服従型(溺愛・盲従〉念どをあげたが，ことでは，と

の各類型と母子聞の道徳牲のずれとの聞にどのような相関があるかを検討する。

/) 拒否裂と道徳性のずれ

拒否的態度とは，子どもへの愛情の欠除，援助の拒否，子どもの働きかけに対する無視の

よう左態度をいうのである。 ζの場合，愛情そのものが欠除しているものと，愛情があって

もその表現κ欠陥があり子どもに伝わら念いものとがある。いずれκじても子どもKとって
愛情が拒否されているζ とに変わりはない。との主うな親の態度と母子問。道徳性のずれ

との相関を調べる。

消極的指否型〈具体的な内容依第I部・m:'B参照〉と母子聞の道徳牲のずれとの関係
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は，次の第/図の/，第/1詔の.2κ示されている。
グラフ陀つwて

(次の第ノ図の/は，各基礎集団どとK規範意識のずれK基づいて携成された(S)，(L)

!埼玉~Jレープの消極E的拒否K関する平均パーセンタ イ ペ以下単Kパーセンタイルという)を

拾いたものである。第/図の.2は実践意識のずれK基づいて構成された(s )・(L)両グ

ループの消極的拒否に関するパーセンタイルをあらわしたものである。なj:，~，以下に示され

る第~個のノ ，第~図の.2は，同様な意味を表わす。 また，@は母親が勤めて加1i:いと

とをI(~は母貌が勤めている ζ とをあらわして刷る。)
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第/図の/1'(よると，母親が勤めている家庭の ι年生女子以，外ρ→すべての基礎
集団I'Lt.'0ては.( S )グループのパーセンタイルが高加。すなわち.( S )グループの母

親は，子どもK対して消極的拒否の態度を示すととが少なく，母子関係がより良好でるるζ

とをあらわιている。との傾向ほ.6女@・ 6男⑤・〆女@に箸しい0 ・
第/図の.21'(j:，-いては，@・@いすサ1の基礎集団K会いても， ( s )グループり母親の態
度"は ，より良好であると子どもが判定している。したがって， ( s )グループの母親は，子
どもK対して鮒見，放任，無関心，不信用・悪感情などを示すととは，リ少さtいといえる。

積極的拒否型と道徳性のずれとの関係、は ，第.2図の/・.2VC示されている。

このグラ フによれば，規範意識・実践意識いずれの面からみても， ( s )グループのパー
センタイルが高<， ( s )グループの母親は，子どもに体罰・虐待・威嚇・屑辱を与えると
とは，よ b 少なWととをあらわしてWる。しかし，母親が勤めていなν凶・ 6年，~二男子Kつ

いて実践主主識の面からみると， (s) ・(L)両クソレープむパーセンタイーJレ1'(1ま顕著な差が

認められ左い。じたがうて， (/. ....6年男子K沿いては，実践意識のr.f.、れよ積極的拒否態度と

の間.(IC，るま φり関係はをいとも推定される。
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ととで，母子聞の道徳性のずれと母親の拒否的繊度cr持者雇糊g苔 ・積極的拒否〉との陶係
を概括すると ，i母子間の道徳性のずれが小さい場合，子どもは母親の暖かv>愛情Kつつま

れ，安定感を得ているζとが多い。」といえる。また逆1'(， r母親の暖かい愛情κつつまれて
情緒的念安定j惑を待ている子どもは，素直に母親の道徳性を受け入れ，ただちVとそれを実践

に移すととが容易であり，したがって，母子間の道徳性のずれが小さくなる」と推定できる。

両親の拒否的態度K対して，子どもがとる反応として，注目をひく行動，攻撃，反抗行動，

異状行動，精神発達の遅滞， 消極的 ・ 道~蹴句反応，神経症的傾向などがあげられる。

とれらの行動は.r母親C禁止事項をやぶb注包をひ〈行動をするとと乱暴・破壊，非協
調などの問題で不良化傾向が生ずるとと，社会的規範の無視・罪悪感が欠けているζと，基

本的念社会的習慣が身Kついてい念いとと」念どの問題を伴なう ζとが多<，いずれKしで

も，母子聞の道徳性のずれを生じさせる一つの原因になって加ると考えられる。

しかし，暖かW愛情で子どもをつつむととだけが，母子間の道徳性のずれを小さくするも

のでは念加。とれは， ( S)グループVても拒否的な母親が存在することから了解できる。ど

との母親でも，子どもK対して何かの不請を感ずるのは ，当然な ととであり，軽〈子どもを

拒否するととは，円満左家庭K沿いても，しばしばみられるものである。愛情と反感のバラ

ンスを，程よ〈保っととはー自己中心的な子どもに，家庭・社会の道徳、を身につけさせるに

必要であるう。しかし，ととで特K強調したい点は，どんな場合K名前ても，子どもが旬視

の愛情を信じ，情緒的な安定感を得ているととが何よりも重要であるとwうととである。

支配型と道樹生のずれ

支配的な態度は， 一般K子どもに対する教育態度κあらわれる ζとが多(.とれは厳格・
-2 0-
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期待のこつにわけられる。1.z:j;>，厳格はしつけの商に.期待は学関 ・成績面にみられがち走

態度である。

まず，厳格と道徳性のずれとの関係はs次のとなbである。
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イ) 第 3図の/・ 02(rC共通な点

。母親が勤めてい念い家庭

タ年生男子，タ・ 6年生女子KI>>V>ては(L)グループ。の母親は，子どもに対してよ

り厳格である。(より厳格というととは，母子関係が，ょP惑いとwうζ とをあらわ

てれ ) 

6年生男子では， ( s )グループの母親が，より厳格である。

@母親が勤めてV>る家庭

タ年生女子では.( S)グループの母親がより厳絡でる!J， ..，年生女子では， ( L) 

グループの母親が，より厳格である。

ロ) 第3図の02('(みられる特徴

@ ・@いずれにかいても， (L )グループの母現が，ょ b厳格である。(6年男子

を除<，)

以上Kつい;て概括してみる。

知器が勤めている家庭では，母子間の道徳、性のずれと母親の厳格を態度との関係、は，

学年・性別tてよ b異左!J，一定の相関は認められな加。

母親が勤めていなW家庭では， 6年生男子を徐外するとく L)グループの母親佐，

子どもK対して，主P厳格な態度をとりがちである。すなわち，過度な厳格さは，
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かならずしも，母子聞の道徳伎のずれを小さ〈するわけでは念い。

一般に，厳格型の親の子どもはe主?となレ(，行儀がよく，命令によく従ぃ，万事に

主〈訓練されて辛子担母子聞の道徳性のずれが小さwように考えられる。しかし， ζ う

いう傾向は， ζの調査結果からは認められな加。厳格型の親の子どもは，また，親の

商前では素直K実行するよい子どもであるが，反面かなりかげひなえがあり，心の中

では反抗心を抱いてWるとも加われるが， ζの調査結果からは，道徳性のずれの大き

いグループの母親は，かならず，厳格であるとW う一般的傾向も認められない。

しかし，第2図の.2VC基づwて，実践意識のずれと厳格な態度との関係を調べると

概して， ( L)グループの母親の態度が，より厳絡であるといえる。

厳格に育てられた子どもは，意欲消失，冷淡，無感動などの問題をbζし，さらK

劣等感や不適応忠を抱〈 ζとが多柄。とのような傾向は，拒否的な親の態度からも導

きだされる。すなわち e母親の厳格左態度は，子どもにとっては，拒否と感じられ，

子どもは自分自身K対する自信を失v>，不安定感を生じ，母子聞の道徳性のずれを大

きくしてWると解釈できょう。
曹，
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第~図は，期待と道徳性のずれとの関係を示したものである。

イ) 第μ図の/・ 3に共通な点

@母親が勤めてv>ない家庭

~年生男子・ 6年生女子に:t，~いては， (L)グループの母親が，子どもK対して，より

期待をかけている。 6年生男子の(L)グループの母親は，乙れと逆の傾向を示す。

(より期待をかけてwるとW うζとは，母子関係が，よ b惑いというととをあらわす。)

@母親が勤めている家庭

6年生女子では， ( L)グループの母親が子どもに対して，より期待をかけてWる。
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ロ〉 第タ図の.2~てみられる特徴

過度の期待と，実説意識のずれとの聞には一定の明瞭左相関は認められない。

子どもの素質や能力を考えずvc"大寺;左望みをかけるとか，;bるいは，子どもの希望
や適性も考えず~L ，親の果たし得左かった野心を子どもI'L:i>~しつける態度は ， 主として

学習成績の向上K集中されているようできるるb したがって，道徳伎のずれと期待迫とφ

聞には ，;bまり相関関係はな(，ζれがとの調査Kるらわれたとみることもできる。

しかし ，期待裂の親に養育された子どもは，学業その他の訓練K対して抵抗して空想

にふけるか，あるいは，表面の型式だけを整えて現実商から逃避する ζと治ある。この

商から考えると， ( L)グループのパーセンタイんが低〈ならなければいけな加わけで

あるが，かならずしも，そのような傾向がグラフにあらわれて加ない。 ζれは ，r其!締
は子どもに対する激励となタ，母子の心を結びつける契機となるζともある」とwう理

由Kよるものであろう。

ζζで，母子間の道徳性のずれと支配的態度との関係を概括する。

。母子間の道徳、性のずれは瞬型との聞には，全体にお通な相関関係は認められない。

@母子聞の道徳性のずれと厳格型との間Vては ，全体K共通念相関関係は認められな加。

しかし，子どもに対する母親の態度が，より厳格でさうれば，母子問の実践意識のずれ

か大き〈在る傾向がある。(6年生男子を除<) 

~ ~年生男女， 6年生女子(母親沙家庭1'Lv>る場合)では，母親の態度が，より厳格で

;bれば，母子聞の道徳性のずれが大き 〈念る傾向がき与る。

3) 保護裂と査徳性のずれ

子どもK対して，不安，心配，恐怖左どを抱いてWる母裁は，しばし!ば，その感情を子ど

もを過度に保護する ζとによって解消しようとする。との母親の態度は，干渉型，不安型

にわけられる。

次の第s図は干渉裂と道徳性のずれとの関係をグラフKしたものである。

干渉裂の母親には，やや英勝型に共通した感情があり，子どもをよりよぐするために細々

とした世話をやき?できるだけの助力や指図を与えようとする。したがって，第タ図とほぼ

同じ傾向があらわれるのも当然であろう。

イ〉 第S図のノ・.2(tL共通念点

。母親が勤めてv>~v>家庭

タ年生男女・ 6年女子¥'[:i>-.v>ては， ( L)グループの母親が，子どもに，より干渉し

がちでーある。 6年生男子では， ζれと逆の傾向を示じている.(干渉しがちとwうと.

とは，母子関係が，たり惑Mζとをあらわす)

。 母親が動めている家庭

共通点は，みとめられ念加。

ロ〉 第2図の之にみられる特徴

.@・@いずれKかいても， (L)グループの母親が，より干渉しがちでるる。
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。母親が勤めている家庭
タ・ι年生男子では， (s)グループの母親は心配しすぎる傾向がつよいが，女子に

ついては，いずれともいえ左い。

ロ) 第ι図の.2vてみられる特徴

母親が動めている家庭では， (s)グループの母親は，子どもK対して不安を抱きす

ぎる傾向がるり，母親が勤めてい念い家庭では， (L)グループの母親が不安を抱き

すぎる傾向がるる。

子どもiて対する愛情が欠除し，子どもを粗末K扱うのが拒否型念らば，子どもを大切

に保護しすぎるのが保護型で&る。いつも細々とした世話をうけ，日常生活，学業，

健康 ，交友関係をどf'n，.いても，過度の援助や保護をうけている子どもは，いわゆる

「よい子Jと呼ばれ，礼儀正し(，従順でお、とな し(，したがって，母親との心のつ

乏がりが密接で，母子聞の道徳性にずれが生ずるはずが念いと常識的κは予想される

が，調査結果は，か念らずしも，ぞれを裏づけしてはい念い。

ととで，保護型と道徳性のずれとの関係を概括する。

母子閣の道徳性のずれと干渉型との聞には ，全体¥'L共通念相闘は認められ乏い。しか

し，干渉しすをる母親の態度は，どちらかといえば，母子聞の実践意識のずれを大事

する傾向がるる。

母子聞の道徳性のずれと不安型との閥Kも，全体K共通念相関は左い。しかし ，母親

が家庭にいる場合，不安<bるいは心配 しすぎる母親の態度は，どちらかといえば ，母

子閣の道徳性のずれを大雪〈する傾向が念り，母親が勤めている家庭では，不安・心配し

すぎる親の態度が，母子間の実践意識のずれを小さ〈している。

一般¥'L，保護型の親の手どもの問題には， I心身の発達が遊滞する，依頼心、が強〈忍

耐力に欠ける蓑任をいつも他人に転稼しようとする骨主?となに保護されたため同年の

子どもとの接触がさまたげられ，社会的成熟も遅れ ，ひっとみ思案で孤独κ念bやす
いJ'1とどがるる。

とのような問題は}子どもの道徳性の発達を阻筈する要因でるるばかりで念(，道

徳性そのものの低下を意味するものでるり，母親が意図した方向から，子どもがぞれ

ているとと ¥'[7をる。とのように考えると，保護型の親と子どもり聞では，道徳性のず

れが大き〈在るともいえよう。

保護裂と道徳性のずれとの関係は複雑でる!:l，学年 ，男女，母の職業の有無κより
ぞれぞれ独自なものYとなるが，ぞれは，上述のいろいろの要紫がからみるっているか

らでさるろう。

11:) 服従型と道徳性のずれ

子どもの要求や主張は何事でさbれ無条件K受け入れてやり ，ぞうする ζとKよって満足

している母親が&る。単ItC子どもK対する愛情が過多でるるばかりでな<，子ども K服従

的!tC奉仕するととVてよって母親の満たされ念い感情を補っている型を服従裂という。との

型は，さらκ溺雪量型と盲従裂Kわけられる。

溺愛型と道徳性のずれとの関係は，第7図の/-ー2ltC示されている。

-25一



病フ彊のノ 9鴨 7 図の Z.. 
、、、
、 ;〆代、

、、、、、
、

件、
，.、、

， ̂、
〈

"、、
〆戸、¥、，

、阪' 、(__・必e

4'-‘ 

つ
引
|
京

一:一一一 (L)グんーア

( S) 7-"'1--"7-

ぷ;22
l!'J" 

~ & '" A 

再軍〈吋~ "'" 
」ーー一ーー_(A)_ーー一一一ー」

" " ~・6
事 軍ー官費
、ーーー一一ー一同】一ーーーーーー...J

イ) 第 7図の J・.2~共通念点 : 

@母親が勤めてい左い家庭

一強~， (L)グループの母親が，溺愛する傾向がるる。

@母親が勤めている家庭

共通点は念い。すなわち，第7図の之vcないては，どちらかといえば， (L)グループ

の母親v.c，溺愛する傾向がゑるといえるが，第7図の/では，どちらともいえ念いから

でるる。

ロ〕 第7図の。2VCみられる特徴

@・@いずれvcj;~いても. ( L)グループの母親VC.溺愛する傾向がある。

次に盲従型と道徳性のずれとの関係を検討する。

イ) 第r図の/・。2に共通な点

@母親がつとめていない家庭

タ年生男女・ 6年生女子I'Cj;>いては， ( L)グループの母親が，子どもを盲愛しが

ちである。

。母親が勤めている家庭

6年生女子にあいては.( L)グノレーフ・の母親が，子どK服従しすぎる傾向はある

が，その他の基礎集団I'Cj;>いては.一定の傾向は認められ~V>。

ロ) 第r図の.2に見られる特徴

@・@いずれにiかいても.( L )グルーフ・の母親が，子どもに盲従する傾向がある。

-2‘6-



d 

" 

事耳 A 

¥戸凡

司回8 

， 
， ， ， ， ， 

/ 

¥ト，JPJ‘

珂司8 耳号

.. 

‘d 

一一一『ーー- (L) "'Lーフ・
---一一.¥ S ， 7'ルーフ・

Sd-f，; .，.・ーョー ー

4ι4 “. /( JI _... ..， 
」←晶一.~

‘，l. ~ ~ ， ， lIJ__哩( T 
'---'"ー事“ 6 “ d B • ー苛 苛

一一
“. " 6 If曹官官
』胴幽陶ーーーーー- 1玄、ーーーーーーーー-'

... 

t

P

4
司
耳目.批-

以上を総括すると，服従型は，母子聞の道徳性のずれを大きくするといえよう。では，服

従型はどうして ，ずれを大き〈する原因舵怠るの'だろうか。

一紋に，溺愛型の両親は.r子どもの袈求をしりぞける毅然たる態度がない。子♂事の要
求が不適当だと患っても，すぐと bしてやる。また ，子どもが間違ったととをして阿る場合

でも，叱責したり，禁止したりできない。 誤 っているととについても，子どもの味方K念る」

などの態度をとりがちである.とういう親の態度から，当然子どもに予想される問題峠 ，

「幼児的自己中心的である。自主性 ，創造性がなく ，依存心が強い，困難K抵抗する力がな

い，自己本位で社会性や協調性が念加。」などである。 ζ うして述べてみると服従型の母親

のもとでは ，しつけや訓練を欠き易(.子どもは母親の希望と異なる方向へ進み，母子聞の

道徳、性のずれが大き〈なりがちであるととは明瞭である。

拒否的な母親からみれば ，はるかによい母親のように.¥!!.われるとの裂も，子ども¢道徳性

の発遂に，か左り悪影響を与えている。

最後1'(.調査結果をまとめる。

母親が勤めていない家庭では ，溺愛，盲従しがちな親の態度は ，母子聞の道徳傑のず

れを大きくするととが多い@

母親が勤めている家庭では ，溺愛，盲従しがちな懇の態度は，どちらかと加えば a母

子聞の実践意識のずれを大き〈する。

矛盾・不一致型と道徳性のずれ

子どもの同じ行動K対して，ある時は叱責したり ，禁止したりしながら，まえある時は見

逃がしたり奨励したりするような一貫性の欠除している矛盾型，両親の態度が一致せず ，た
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とえば，父親は拒否的であり，母親は保護的であるとか ，ある加は ，母親が支配的であり，

父親が服紬ヲでるるとかで子どもが両親から異なった取扱いをうける本一致裂，とのいずれ

も，母子聞の道徳性のずれを大きぐする条件であろうと予想されるが，調査結果は，とれを

証明している。

次の第?図は，矛盾裂と道徳性のずれの関係を描いたものでるる。

イ〉 第デ図の/・.2VC共通念点

。母親が勤めてい左い家庭

ぷ年生男女・ ι年生女子K沿いては， (L)'グループの母親の態度が，ょb矛盾して

いる。

@ 母親が勤めている家庭

μ年男子・ ι年女子Y亡ないては ，(L)クソレープの母親の態度がより矛盾している。

ロ) 第?図の之にみられる特徴

ι年生男子@を除いては， (L) クツレープの母親の態~7J( ，より矛盾している。
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不一致君主と道徳性のずれとの関係はどうであろうか。

第 /0図の/によると， o年生男子@， μ年生男子@以外のすべての基礎集団に辛子同

ては， ( s )グループ・のパーセンタイルが高い。ナ念わち，規範意識のずれの少ないグ

ノレープの母親と父親は，子どもに対する態度が一致して1ハることをあらわしてW る。

第ノ0図の。Z!I(;j;.いては，@・③いずれの基礎集団bてないても I ( S )グループの

両親の態度が一致してIAるととが多いととをあらわしている。したがって，両親の子ど

もK対する態度が，一致してなれば，それだけ，母子間の道徳性のずれが小さくなると

4 結論づけられる。
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子どもに対するしつけの一貫性がなw母親のもとにある子どもは，日常の行動のうち

に少しの規則性もみだすことができず，たえず紫接をよぎなくされる。優しくされても

いつ叱られるかわからなv'不安があり，叱られてもその理由がつかめない状態のため情

緒的不安に陥る。とのように矛盾Lた母親からは行動の基準を学びとるととができず，

道徳性陀ずれを生ずるのも当然であるう。

をた，両裁の態度が一致して仰ない場合，子どもは ，.2つの禍或，.2つの命令系統の • 
聞にはさまれて不安定となり，子どもの心K迷いを与え，道徳性Kずれを生じてくるの

も当然であるう。 なお;:.t I両親の不一致lては，両親の不和によるもの，米親が拒否製母親

が保護型，母親が優倒句父親が従属的まどいろいろあ t，それぞれ，道徳性のずれに与

える影響の仕方は呉在るであろう。

o) まとめと考察

以上を2ふがまかに要約すると「妙子間の道徳性のずれを大き〈する母子関係の去曜として

は ，拒否型， "1{従型，矛盾・不一致型」がえげられる。

拒否型は，愛情が火除して主，.t ，いわゆる北風にもたとえ.られる。との北風は，学年，性

別，母親の職業の有無をとわず，あらゆるグループの母子聞の道徳性のずれを，より大き〈

して加る。したがって母親の暖かい愛情につつまれて，情緒的に安定感を得ている子どもは，

素直K母の考え方，価値への態度を受け入れ， また，実践に移すととが容易であり，母子

問の道徳性のずれが小さ〈走ると考える。

しかし，暖かい愛情で子どもをつつむととが，かならず母子間の道徳性のずれを小さ〈す

るものではない.拒否裂が北風であるとすれば，溺愛，盲従を鵡来する服従型は，荷風とい
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えよう。とのあまやかしの南風もまた，母子聞の道徳性のずれを大き〈する要因とな

いる。特にとの南!誌は，子どもに自己中心性・依頼心，忍耐力の火除宏どの問題を形成

実践意識のずれを大き〈して凶る。 ζのととは，拒否型と同様に，あらゆるグルーフ官あ

てはまる。

すなわち，過度の拒否，適度の服従は，同ずれVてしでも，子どもにとってはrJ唱の風で
あり， ζの強い風が1のつも吹いているというととは，母子聞の道徳性のずれを大き〈する。

母親は愛情と拒否とのパランスを，程よく保ち，そよ風程度の北風，南風を適当に吹かす

ととが，何よりもZ重要なことである。

しかし ，母風が朝にタK変化して， 一貫性の念い強w風がいつも吹いていたり，)G親と

母親が，回すの方向の風を吹カミしてWる場合は，子どもの心に自信，信念，善悪の判断が

養われず，道徳性のずれが大きくなっている。母親の矛盾した態度，両親の不一致の態度

もまた，母子間qコ道徳性のずれを大きくするものとして，じゅうぶん注意を払わなければ

ならない。

W 規範意識のずれと母子関係

「母子関係、の類裂と道徳性のずれJVC jるいて，拒否型，服従型，矛闘い致型(以下ずれの要因

的類型とu乎ぶ〉と道徳性のずれとの聞にかなりの相関が認められたがる ζ とがわかったが， ζζで

は，各基礎集問どとκ母子関係と規純意識のずれとの関係は，どのよう問っているかι色求し ，
究極的Kは，学年・性自IJ，母親の職業の有無K工って，ずれの要図的類型と道徳性のずれとの聞に

どのよう?を相関がるるかを究明する。

/ ) 勤めていない母親と子ども

A) タ年生男子

M第/図K基づいて， ( s )グループと (L)グJレープとのパ....，.iz:i./タ-1)レを比較検討する。

加ずれの類型に込いても pパ s)グノレーフ・のパーセンタイルが高加が，特VC，厳格・期

待・不安・矛盾Jなどの類型K顕ヨ!f1j:差が認められる。ずれの要因的類型としての消極的拒

否・積極的拒否 ・盲従などの類型では， ( S)・(L)両グループの聞の歯j:，どちらか

と加えば，小さ<:， {.(年生男子κないては，とれらのずれの要因的類型は，母子間の道徳

伎のずれを大きくする積極的要因とは加え念凶。

次VC(S)・(L)両グ)vープは，どのような母子関係、Kある事例の集りであるかを検

言守する。とのためVC，手引蓄の判定基準に基づいて，各努魁どとVC，危険な母子関係Kる

る事例・準危険念母子関係にある事例・普通の母子関係にある事例をそれぞれ集計し，さ

らに， ( S )・(L)各グループどとに，パーセンドであらわした。

ζれが第/表でるる。(第。2表から第/(，表は資料編に掲載する。)

ζの第/:表の中V，普通の母子関係にある事例・危険念母子関係にるる事例を比較・考

察する。準危険~母子関係Vてきうる事例を考察の対象から除外する理由は， ζのよう1j:調査

にないては，被調査者の精神，身体的状況などVてよって調査結果が変動しがちでるるが，

中間グループを除外すれば一方のクソレープから，地方のグループK移動する ζとは比較的

少を<:，より適切念資料と念ると考えるからでるる。

- 3 0-



ζの考桜の観点は，危鹸念母子関係

にある事例・普速の母子関係tてある事

例は，それぞれ(f3 )・(L)いずれ

のグループK多いかとwうζとである。

との観点κ基づいて作成されたのか，
N第/阿である。

N第/図によれば，どの類型κbい

ても.( s )グループには，危険な母

子関係にある事例が少ない。しかし，

ずれの姿図的類型に主制て，顕著な差

は認められな加。しかも，消極的拒否・

積僅的拒否の類型K事柄ては，普通の

Z石オ一一一一一一 世 '一一一母子関係Kある事例持(L)グループ
会区l 尚喜聖夜調子毛届盲
一一!.'!I 竃唾革It歩安唖皇位賓
聖I - '_ "_ - ー に多い。

ト4第ノ留
3・'. ーーーー-IL) '/ ルーア申幕内J-t-""t! :'タイ2レ

ーーーーー-(5) ゲル -7" の4月 I~ --t! ン 9 イ Jl-
~， 

‘-

/八¥
，
 
a' 
，
 
ν
 

、
s・a ・ー

ι;;;ン"" 

J. 

の要因的類型〈特vq包否に関する類型)は，母子間のJiJ

因であるとはいえな竹。全体として，母子関係が良好て

〈してwるとみるととができる。

宮高 / 表
.崎

iよp¥で
消 積 厳 期 干 不 溺 盲 矛 不

一
拒 拒 格 待 渉 安 愛 従 盾 致

危険な母子関係 人数 /3 /6 1.2 /6'" /0  /3 3 3 タ 6 

q島 4ιo fア '，(.3 o$正 36 '，(.6 // // 3.2 。ZI
グ

ル準危険な母子関係 人数 主 '，(. 6 '，(. 8 '，(. 6'" 3 S '，(. 

4島 /6'" /'，(. .2/ /'，(. 。2タ /$ど .29 // /6'" /'，(. 

プ
普通の母子関係 人数 /。 E /。 6 /0 // /ク I♀ /'，(. /6'" 

2・
， ~ 36 .2ヲ 36 

ー2/ 36 39 
6ノ 4正3 50 6$ι 

ー. 危険な母子関係 人数i/0 タ 6 6'" ク 6 / .2 
'" i 
。2[. ! (グS 

係 37 33 .2.2 30 。2o 。2.2 4ι ア /5 ? 

)l〆
準危険念母子関係 人数// 1/ 6'" '" 5 E 。2 -3 フ 6 

、，
¢ μ/ lf-! 30 /5 /9 30 ? 1/ 。26 。2.2、プ

， 同~
普;竜の母子関係 人数 6 フ /3 /5 /5 /3 之もι .2.2 /6 i /デ

R島 .2.2 。Z6 '，(.6'" 56 56 '，(.6'" rヲ 16'"/ !5デ ! 7-0 

2主 -標本数…・・ (L)グループ .2K事例， (S)クソレープ.27事例

-パーセントは小数第一位で四捨五入

-:; 1- . 
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したがって， '"年生男子では，ずれ
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μ年生女子

M第之図によれば ，矛盾，イミ一致のす:ffl!世では，(8)・(心同グループのパーセンセタイルが

相等しいが ，その他の銅製では ，β)グJレーフ・のパーセンタイルが高い。しかし，μ年生女

B〉

子にお、v>ても，ずれの袋肉的類型では(鈎.(L)I勾グルーフ・聞に，特に若しw差は認められな

ぃ。まえ， N務。Z図κよれば，消極的拒否・矛盾の各類裂では ，侭)グノlグーフ'VC危険な母子

関係にある事伊jが多<.不一致の

類型では， (L)グルーフ"('(普通の母

子関係Kるる事例が多IA。したが

って ，μ年生女子にないても ，ず

れの要因的類型は ，母子間の規範

門事ち，z_ !l!l ，. 
-一一- CL)"ルー7・の平間，..-包シタイ J~

-一ー一【S)CIルー7・0 ヰ均，、・-t!:.シ FイJレ
意識のずれを大き〈する最大の原

因であるとはいえない。'/.年生男
/ァ、~'~，一一一/人 .. ............. ー / 

~. 

7O 

子と同様に，母子閣の規範意識の"" 

ずれを少さ〈するには，母親が ，Sð~一一ー 一ー ・

どの類型に会いても，望乏しい態

度で子どもに接するととが必要で~. 

ある。

なま>"'， ~年生男子と μ年生女子

4' i、"....

とのパーセンタイルを比較すると
" 

ほほ全類型K沿いて ，女子が著し

.(高い。普通の母子関係tてある事

例・危険なは子関係Kある事例を，

~ 
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比較しても，女子と母親との関係
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沙明子と母親との関係より良好であるととがわかる。しかし，とのζとから，女子夜祭す

る母親の態度~.矛盾・拒否・過保護の傾向は少ないと断定するととはできな加。母子関

係の評価は主観的のものであり ，どとでも，設にも封通念絶対的な尺度a作成されてい念

いからである。との男女聞の差は，それぞれのf榊的・身i体的発達の相違，家庭内の役割

の相違K起因するものであろう。.

なJ;'，母親が勤めている家庭
図門官爵 3

-一一-(1.】デルーア

・ー・・-'S)グJj..-7・

.. の母子関係は，母親が勤めてい

;1:0家庭の母子関係よりも悪い 2・
，. 

，、
，"， ./ v __・~ー
ノ~ー一一..，，- .. .... ". 
， /・1、_----- " ，，' / ~~-----_..- "， / 、

s.~・ . . . 〆 u

4・

と考えられがちでるるが，以下

~示す調査結果では母親の職業

の有無Kよって，母子・尉保Vては

ほとんど差が念いというととが

いえる。とのζとは¢年生男子

2・
女子κ共通Kみられる。

杢
量* 昏' ，，_ 重不畢

.14'.01-. ......" 

-33ー

子

園E
m -4民.... 積

極

湘
虚

，・

W
情
哩

4
申

M
F

4年生男子0) 



，. 

4# 

，# 

.. 
s・

#" 

a・
~. 

N 事務 3 図

普通J司 ，JJ]手国儀。=;;，る <Ji伊] 急R長持容手斑先立』ち・る事例

ーー一ー【L)ゲルーフ・

-ーーー<S】デル - :J・

/¥レ¥/勺)¥¥

情

担

品、、 "、‘'、‘.......... J"、、守、，ι 一、，一、、，、
、‘.'、、 a『、 E ム 、 一
-、'-" ^ 

司直
皐

.. 
4-
副

樺

子

宮伝

不

安
司E
d!. 
首
世

骨
壷
:f' 

R 
E責
揖}
.. 
格
廟

繕

一、/

本
家

6年生男子は， タ年生男女と異なt • ( s )グループの母子関係が，ょb良好な類型は，

積極的拒否・消極的拒否の.2類型だけである。 ζの傾向は， N第3図Vてもみられる。した

がって， 65存在男子では，母裁が子どK接する態度が拒否的傾向が強いかどうかが，母子

聞のずれを大きくする殺も霊安な条件であるとみることができる。すなわち，子どもκ最

も大切である安定感は，母親の無視・放任・偏愛・屈辱・虐待などの愛情の火除した行為

によって，そとなわれ，子どもは母親K反感を抱き，規範意識にずれを生ずるようI'L~る

と考えられるからである。

しかし，との6年生の傾向については別の解釈もできる。すなわち，との年頃の号こども

は，構成道徳より自律道徳、への過渡期にあり ，道徳的判断がかなりでき ，多少批判的tてな

る。したがって，家庭VLI>>いても，子どもは母親の権威から独立し，自らの判断K基づ〈

行動がとられるようKなる。との時，母親が過度の厳格・干渉・不安・溺愛などの態度を

とることが少なく，母子関係が良好であれば，母親と何事も語りあえる自由念雰囲気が醸

成され，母子間の規範意識に，ずれが生ずるようK念る。しかし，以上の類型で，母子関

係が良好でなければ，両者の聞に感情のしとPが生じ，きらVL，ζれが一つのコンプレ ッ

クスを脚!x.し，子どもが母親の価値基準から独立するととを困難にし ，母子間の規範意識

のずれが少な〈すると推定できる。

しかし，第E部.nにお帆て，ずれの小さ加グループは，母子ともに道徳性が高いζと
を明らか医した。しかも， ( S)グループのj手親は ，社会成員としての道徳性が高<.した

がって， ( s )グルーフ・の家庭には民主的綜囲気が，よ þ~満ちておゆ，との意味Kおいて

良好な母子関係が形成されていると考えた。しかるに，規範意識のずれが大きい場合，母

子関係、は，上b良好であ t.ずれが小さい場合母子樹係は好ましい状態Kないという考え

は，とれと矛盾するものである。
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D) 

したがって， ι年生男子K沿いては，母子間のずれを小さくするKは J持.に拒否的態度

Vて留意するととが重姿で念ると考える。す念わち，さき K述べた工うに， 5 ・ 4 年生VC~

ると父母K対しても批判的・反抗的1'(1.: a可

一ーー-'{L)グループ
伺晴ーー-'5)タ命，レーフ・

烹 J，t 週一ー

へ、， ，、
~ '("--ー、‘0--_ _-、 "、，" 、、，、

，・‘・・ー .、 、、〆 、/'、---、， 一、、

ゐという傾向が出札叫青年つ

期K主?とる父母から離反しようとする心...-1 

浬のきざしでるる。 ζの時，母親が自分 "J
K対して愛情をもっていないと惑じると自J
子どもの心はさびしく，すさんでしまいバ

母親が言うとと，するととは，自分を無

J 、， 、、
， 

視し，圧迫するものとうけとりがちf'(~

り，したがって，反抗心を強め母子間の
-

ずれを大きぐすると推定したほうが妥当ー

でるろう。

ι年生女子

^ ^ J、，一、
a 、 ，、
，.‘'  、〆 、・， 、"、，、i

-弘、"
ず戸 、‘a ム・ "・

哲翁.，.liJ手関'l長にある事例
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':1 l{i岳時靖皆苛唾坐雪政
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ーーーー-(L可4"1レーフ・

ー司・.15'ク‘コレー7'

危険組母手荷霊長江あ品事例

I I _-'''-.ヘ入/' ~一一、"
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ヲ~~7hT~r~ 瑚 サ 牛一一五一一fヲ--~-ー牙一司 瓦一一誠一--'f"-:f一二苓ι 三一 幸
/:i者名花持参ま安佐串引唱世特得、 多安象耗者

6年生女子は，タ年生男女と同様1'(，全類裂にかv>て， ( s )グループのぼ子関係は

( L)グJレーフ・の母子関係より aより良好でるる。しかも，ずれの要因的類型である消・

極的8-a・積極的拒否・不一致 ・厳格K馨しい差がみと必られる。 ξ，の傾明は "M'N 

第タ図V亡きうらわれている。
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したがって.<5年生友子では規範意識のずれを小さ〈ナるには，①全類型!'c;j;，~1いて，

望ま-，....'"母子関係が成立しているζと拠必妥であるとともに，@ずれの要因的類型(積

極的拒否・消極的拒否・溺愛・不一致〕にと〈に注意を払わ?まければ左らないとみると

とができる。

以上のように.6年生男子と女子とが相反する傾向があらわれて加るが， ζれは，日

本の封樹ヲな因習，男女の精神・身体的発達の相違，家腐となげる男女(之主主h地位・~!*: ，

苦手IjiD栂途などが原因となっているのでさ与ろう。

勤めている母親と子どもぷ〕

A) 

M.N第.t図を概観すると.( S) 

グループの母子関係が，より良好念類

型は，消磁的拒否・樹霊的拒否の 02類

タ年生男子

トf第 5 鑓
ーー- (L)ゲルーア

ーーー一-(Sl 7Fj.ーフ・

.. 

N 第 5 図K

共通してみられる傾向ではないが，盲

従・溺愛・矛盾の類型K沿いても，

( s )グループの母子関係が，より良

好とみるととができる。

とのように，c s )グルーフーの母子
関係は，ずれの要図的類型VC ;j;~いて，

やや良好とみるζとができるがその他

の類型では.( L)グかープの母子関

係は..より良好であり.o年生男子

(母親が動めていない家薩〉と同じ傾

向を示して'"る。

9・
M 型である。また，
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したがって，タ年生男子C母親が勤めている家庭)¥i(ついては.6;年生男子(母親が勤

めていない家庭)と同様左結論がいえる。

しかし，手引蓄の判定基準K従えば，タ年生男子の母子関係は， 6年生男子の母子関係

ほど，良好とはいえ念加。 ζれは ，ギヤ.:t夕刊代といわれる集団集会期K達し，しかも ，反

抗期というタ年生の発達段階的特性Vてよるものでるろう。

タ年生女子B) 

M第6図によれば， ( s )グJレープの

パーセン トが高い類型は，積極的拒否，
図門事時る

消極的拒否・期待・不安・矛盾，不一致

の6類型であ.9，類型の数の上で， ( s ) 

グル-7・の母子関係は，より良好である

ばかりで衣<，ずれの要因的類型(拒否

矛盾不一致)I'L $-加ても， ( s )グルー
、、
、
、
〈

1.-
f/ 

三メ:万三一ー・ … 

司、、、、
色、

，. 

.. 
，. 

-‘. 

プの母子関係が，より良好である。

tl上のようI'L， 4ど年生女子では，母親

の職業の有無にかかわらず， ( s )グJレ

プの母子関係は，より良好であるが，母

親が勤めている場合， ( s )・(L)両

イ←予一一言グループ聞のパーセンタイルの差は小さ
え漕液

一一一-(L.)グレーフ・
一ーーーー--(S) 'Y')νー フ・

占< ι・一一 一

1. 

M 

加。母親が勤めにでている家庭では，子

どもは母親と一緒K過どす時聞が少念いわけで&るが， ζ のよう念場合わずかの母子;関係
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事畠
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還

な白拘
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(と<I'L.ずれの要因的類型I'L$-ける〉のよしるしが，母子間の道徳性のずれを作る原因

となるとみあとともできる。
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共稼ぎの家庭の子どもは，母親と一緒K生活する時聞が短かく，，したがって ，母親の行

動の型を経験的学習過程をと bして，学ぶ機会が少なくなる。この場合，妙子関係のあり

方がわずかでも良好であれば ，子どもの学習速度は著し〈促進され，非常に効巣がある

とみるととができる。

したがって，母親が勤めている家庭では，母子間の規範意識むずれを小さ〈するため

には，よりよい母子関係(相てずれの要因的類裂について)を形成するよう任細心の注意

をはらわなければなら念加と考える。

。) o年生男子

" 

，、，白.、、、

6年生男子は，母親が家庭にいる場合

と伺様VC:，時否，厳格などの類型では，

( s )グルーフ・の母子関係が，より良好

である。しかも，との参笛Qvc: l:.'ける(s ) 

• ( L)両ク・Jレーブのパーセンタイノレの

重量は， o年生男子(母親が鋤めていない

家庭)タ年生男子(母親が勤めて刷る家

庭)にみられる差よりも ，大きい。と

の傾向は N第 7 歯Kも明除，i(~らわれて

M 第 7 図，. 

，. 
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6年生女子は，母親が勤めてい7.l:~

場合と同様W:， (S)グループの母子

関係は(L)グループの母子関係より

6年生女子

M :j再 8 'lm 
ー一一一一 (j_.) ずル-7・
ーーー一-($) 7'，レーコ'

D) 

良好である。しかし，消極的拒否の類

型では，わずかの差であるが， ( L) 

グノレーフ・のパーセンタイ Jレが高い。こ

.の傾向はM図に辛子加ては，最初のもの

‘'・

.. 

である。しかし， N第2図VCよれば，

( s )グループに危険な母子関係VC!>

る事.例が少1.i< ，どちらかといえば，
( s )グルーァ・の母親の態度が，よb

良好とみるととができる。

，. 
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係は良好であt..それゆえ母子聞の規範意識のずれを少なぐするにはずれの要因的類型の

みならず，全類型Vてないて，より良好念母子関係を形成する必要があるといえよう。

さきK苛殺の職業の有無Uてより母子関係tてほとんど差は認められ念いと述べたが，タ・ ι

ヰミ

安

干

;j} 

:!:I均
tIr. -1長" 怠盲.. 号不調革事虫歯t

期

待

厳

格

il 
暑呈

~.;Y-ì剰
蚕11I'i

年生男女共通にみられる傾向と して，母親が勤めている家庭の子どもは，母親K拒否されて

いると感ずるものが，比較的多いというととが認められる。最近，共稼ぎが問題Kされてい

るが，との事実('I，との間勉f'[何か示唆を与えるものがるる。

まとめと考察

以上の調査結果をど〈砂金まかf'[，基礎集団どとK要約してみる。
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n 

母殺が勤めていない家庭 母親が勤めている家庭

全額型において， (8)グル 拒否・矛盾の2類型では (SY

4 年生男子 ープの母子関係が，より良好 グルー'プの母子関係が，より

しかしずれの要因的類型に顕 良好である。

者な室呈は認められない。

全類型において. (8)グJレ 拒否・期待・不安・矛盾不一

4 年生女子 ープの母子関係が，より良好。 致の各類型において. Cs) 

しかし，ずれの要図的傾型に グループの母子関係が，より

顕著な撃は書曹、められない。 良好。特に， 拒否型.矛盾不 !

一致型に差が著しむ、。

、d

-
、拒否の類型においてのみ， m.a・不一致の2類型では，

6 of' 生男子 (8)グループの母子関係が (8)グループの母子関係が

より良好である。 より良好である。

会類型において、. (8)グJレ ほほ，会類型において. (8) 

E 年生女子 ープの母子関係が，より良好 グループの母子関係が，より

特に消極的拒喜子・積極的拒 良好。特に積極的拒否，矛盾

径の2類型に顕著な差が認め 不一致に顕著な差がある。

られる。

。男女別代，母子関係と規範意識のずれとの関係をみると

μ ・6年生女子ともに，どの類型に名、いても， ( 8 )グループの母子関係、は.tt良好

であり，との傾向は，拒否の類型に顕著である。

タ・ 6年生男子に共通にみられる傾向は，消極的拒否・積樹句拒否の類型では"( s ) 

グルーフ備の母子関係が，より良好であると凶うととである。その他の類型では，学年，

母親の職業の有無により異なるが，どちらかといえば， ( TJ )グループの母子関係が，

より 良好とみる ζとができる。

。母親の験業の有無によって，母子関係と規範意識のずれとの関係、をみると，

母親が勤めていない家庭に共通十てみられる傾向は，消極拒否，積極拒否の類型では，

( 8 )グループの母子関係が，より良好であり ，そむ他の類型では..5年生男子を徐

くと(S)グループの母子関係、が)J: .!J良好であるという ζ とである。

母親が勤めている家庭では，男子は拒否 ・矛盾不一致の・2類型で(8 )グループの母

‘子関係が ，より良好であり，女子はほぼ全類型で(s )グルーフ・の母子関係は，より良

好である。
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札上のように，母子関係と規範意識のずれとの関係は，学年・性別・母親の職業の有無によ

り"治改らずしも一致しないが，どの基礎集団にも封盈して抑えるととは，拒否の類型では，

( S)グループの母子関係がよP良好だとwうことである。す念わち， ( S )グループの子

どもは，母親K愛情の拒否をうけるととが少ないというととである。

今日の家庭は，かつての家庭が有していた多〈の機能をだんだん失ぃ，その機能は非常K

少なくなってきた。しかし，今日の家庭に残された重要な機能，すなわち，外部社会ではと

ってイ切フり得ない独特の機能は，家庭が解放された相互の暖か凶勤情によって，心のやすら

ぎを与える機能であろう。人聞が接触片ずる外音階会が広がt，その構造が複雑になるにつ

れて・人間関係も複雑になり，緊張した生活を続けることが多〈をる。 ζのζとは子どもに

そのままあてはまるととである。乙とで子ども沙暖かい愛情につつまれて，自白衣自己表現

を1.cし得るととによって，緊張から解放され，とか<.不均衡になりがちな心の在り方を安

定するととができる。とれは家庭の治療的機能ともいうべきものであり， ζの機能は，主と

して，母親によって果たされているといえよう。

母子親の暖かい愛情は治療的意味Kj;~いても，まえ，子どもの正しい道徳朝・道徳的心情

を高め母親とのずれを小さ〈する意味に辛子いても，火くととのでき念いものでるるととが，

ζの調査結果から認めるζとができる。

実践意識のずれと母子関係

各基礎集団どとに母子関係と笑践意識とのずれとの関係はどのようになっているかを追求し，究

極的には，学年，性別，母親の職業の有無によって，ずれの要因的類型と実践意識のずれとの相関

はどのようでるるかを究明する。

V 

勤めていない母親と子どもノ)
， 

F .タ年生男子A) 
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M . N第?図について詳細陀説明する

までもな (.全類型にないて (s)クtJv 

ープの母子闘係は，より良好でたるとみ

9 函

一一一一(L)夕、ルーフ・
_.----(5) "" 1"-フ・

門 3再

るととができる。したがって，母子間の

道徳性のずれが小さ〈するVては ，拒否・.. 
服従・矛盾・不一致の類型のみ攻bず，$' 

全類型K沿いて母子関係は ，より良好で

あるととが一つの条件でるるというとと

ができる。
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"'1/、μハ、、ニボヲ 係については ，M . N 第/ク ~Iのグラフ

K描かれたと会り ，期待以外の類型VC:T

いては (s)ク'ループの母子関係がより

しかし (s)グJレープと ，

(L)グループとの閣のパーセンタイル

良好で~る。
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ろでるるが，どちーらかといえば，良好な母子関係tt"母子間の実践意識のずれを小さぐするとみる

しかし，ずれの要因的類型は，ずれを小さくする積極的要因とはいえ左い。ととができる。
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を大きくする要因として述べた消極的

，. 

拒否，溺愛・矛盾-不一致左どの類型

では， (S)グループの母子関係は，

ょb良好で奉るが，ぞの他の類型では、、
、、
、
¥
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"L~/ (L)グループの母子関係が良好でる

る。

しかし， N第/.1図K基づいて，普

通の母子関係Uてるる事例・危険を母子
本

主主二

奇
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安
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2多

』担

持

』民
話ず

-. 
桓

関係f'[;bる事例κ関するパーセントを

(8)グループの母子関係はより良好で調べると， .2・3の例外はるるKしでも，全体としては，

したがって，実践意識のずれを少〈するには，単f'[，拒否・服従・矛盾るるとみるととができる。

不一致の類型のみならず，全般的K母子関係がより良好走状態f'[~うるととが望ましいわけでるる。
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M.N第/ぷ歯Vてよれば，ずれの要

因的類型のみ念らず，すべての類型K

シいて， (s)グループの母子関係は
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クソレープと (L)グループとの

パーセンタイルの差は， M第?



関(母親が勤めてい左い家庭)Kみられる母ど大き〈まい。とれは，子どもの母親と一緒忙過

ごす時間の少念い共稼ぎの家庭にるっては，わずかの母子関係のよ しきbしか，母子聞の道徳性

のずれに大き〈影響するとみるととができる。
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M-N第/タ図をみると， (s)グループが，より良好左母子関係Vてるる類型は，消極的拒

否・積極的拒否・溺愛・言従・矛盾 ・不一致であり， ζれは，ずれを大き〈する要因としてる

(L)クソレープの母げた類型でるる。 ーしかし ，その他の類型K沿いては ，どちらかといえば，
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M.N第IS~I ~てよれば，不安 ・ 矛

盾の類裂では， (L)クソレープの母子，

関係がよ P良好であるといえる。特~，

矛盾の類型κ主ずいて ，(L)クソレープ

の母子関係が，より良好でるるという

ととは ，多少問題になるが ，全体とし

ては I (S)グループの母子関係は，

より良好とみるととができる。したが

って，母親が動めてい念い場合と，だ}

いたい同様左結論がいえるが，しかし，



母親が街!いずいエ偲Alrt- r '" '¥ • (T.可而ゲJレーイIぢiのパ
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り大き〈作用するといえよう。

ヒンタイ Jレの差がより明i僚 C<bf]， 

ι年生女子D) 

T'-. .，....---、，

t 、、"
f 、./' I " 
， ι / ¥... 司-"---司司・・ー、--

I 、~ ~、

'一、
I 、、

N ;お/品四

一一一ーーーー 〈し} フソレーフ・

1一一 (5)7"…  

，. 

a. 

70 、

管島の IJJ手 1殉傍、にあ品事例

積

書t
廟手平

持渉主E

ふ.0

M.N第 1.2図κよれば，母親が勤

めてい念い家庭では， (s)クソレープ l

門事再 /6 !ill 
，. 

は (L)クツレープよ b全類型K念いて

母子関係は良好でるった。しかし ，母

殺が勤めている家庭では ，M • N第/ι

図K示したと会り，干渉・不安 ・溺愛

(L)クソレープ句母

to 

，、
〆、、

F、 .~./〆、可、

I '. 〆/、-- - --， "、ー ザ、"J ノ〆__ '>:、，、ー，'/、， '(.、
I V/  ，'_、/ ，、
¥ い
I ~ ， 

師十../..../ .................. 町山ーャ… ......…・ ・.....…ムー
，ノ
J / 一一一一一- (L; /"，レーフ・

/ ー一一一一一 (S):/'，レーフ・
などの類型では，

子関係が，より良好で念る。母親が勤

めている家庭では，子どもと母親が接
不
一致
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盲
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軍足
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金一

子

宮島

事民
高
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，島
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荘主宏容2

触する機会が少ないため過保護の傾向

がつよいほうが，母子間の実践意識のずれを小さ 〈するというととができる。す*わち，母子間の

実践意識のずれを防ぐVては，母親の拒否・支配 ・矛盾不一致の類型Vとお・ける態度がより良好でさるる

ととが大切で老るが，不安 -干渉の類型K沿いては，どちらかといえば保護的傾向がるるほうがよ

いとみる ζとができる。 タ・ 4 年生男女をとなしてみると規範意識のずれと母子関係1'Lj:，~いて認め

られたと同様のととがいえる。す*わち ，母親の職業の有無Kよって母子闘係Kはほとんど差は認

められ7まいが，消極的拒否の類型K拾いては，母親が勤めている家庭の子どもは←母親κ拒否されて

いると感じるととが多いという傾向がみられるからでるる。
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3 まとめと考察

以上の調査結果をどく事訴訟まかtて，事l;礎集団どとK隻約する。

母親が勤めていない家廃 母親が勤めている家庭

全類型において. (8)グループの母 ほほ，全類型において. (8)グJレー

4年生男子 子関係がより良好。しかし，ずれの夏 プの母子関係が，より良好。しかも，

図的類型に，額箸なき宣Jま鰐められない 指杏，矛盾不一致の類型に著しも宮室内句読る

期待，矛盾の 2類型以外では. (8) 拒否.服従，矛盾不一致などのずれの

4年生女子 -グループの母子関係が.より良好。し 主要因的類型では. (s)グループの母

かし，ずれの要尉的類型に著しい差は 子関係が，より良好。

認められない。

消極的拒否，溺愛，矛盾.不一致など 不安.矛盾の2類型以外では (8)グ

4年生男子 のずれの要因約類型では.(8)グル Jレープの母子関係が，より良好。しか

ープの母子関係が良好。 し.ずれの要因的領型に特に顕著な差

はない。

全類型において. (8)グループの母 拒否，矛慮不一致 a盲従などのずれの

4年生女子 子関係がより良好.しかし，ずれの袈 袈図的領翠!や支配型など，ほほ金銅鍛

図的類型では，特に著しい穫はない。 において. (S)グループの母子関係 |

がより良好。

. 

。男女別K母子関係と 笑 践意識のずれとの関係をみると
タ・ 6年生男子に共通して.( s )グループの母子関係がよい類

型は，消極的拒否・積極的拒否 ・盲従・不一致のタ類型であり

~・ 6 年生女子に共通して. ( s )グループの母子関係がよ加類

型も消極的拒否ー積極的拒否 ・盲従・不一 致のタ類型である。。母親の職業の有無K よって，母子関係と実践意識のずれとの関係
をみると

母親が勤めてい念出家庭では， ~・ 6 年生に共返していえるとと

は，消極的拒否・積極的 拒否・溺愛・盲従・不一致の 2類型では，

( s )グルー プの母子関係が良好であるというとと'である。

母親が動めている家庭では，タ・ 6年生とも1'(，消極的拒否・積

極的拒否・盲従・不一致の類型では， ( 8 )グル ー プの母子関係が

良好でさ，~。

以上のようκ，母子関係と実践意識のずれと の関係は，学年・性別・母親の職業の有無Kよ
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わ多少異なるが，どの基礎集団Kも共通して加えるととは，消核的拒否・積艇句拒否・盲

従・不一致などめずれの要因的類型では， ( s )グループの母子関係が良好だという ととで.

ある。規範意識のずれを大きくする母の態度として拒否的態度一つだけをあげたが，実践意

識のずれを大き〈する母親の態度には，さらK服従的態度・矛盾不一致的乱鞍もあげられる。

子どもの実践意識を啓培するために，大切なものは，母親の規範意識よbも母毅の実践意

識，す念わち，母親!'(よって示される行動の型であろう。子どもは経験的学習過程，行鋤句

学習畳程をと主示して，母親の行動の裂を学んでV>(。この学習過程vci.'凶て働〈重要な因子
は，母子関の感情の交流関係である。との学習を効果的K促進するためには，母親の愛情は

いかに大切であるか，愛情の過多と欠乏がV>かK子どもの道徳性の啓培を妨げるかなどが ，

との結果によ〈あらわれている。

百 道徳性のずれと出生順位

子どもが，兄弟の中で第何番目に生まれた子であるかというととが，その子どもの家庭vci.-サる
地位・役割・人間関係を規定し，ひいてはまた，その子どもの心理由旬予動的特性の形成K影響をも

つらしいととは，総領の甚六・次男坊，末っ子走どの言・紫が，ひろ〈用いられてV>る事実からも，

容易に推察される。しかし，とれらの言葉が，それぞれ何かしら，ある特徴を漠然と予想している

ととは間違いないKしでも，その内密主必がしも明確ではない。したがって， ζ とでは，子どもの

出生順位と母子間の道徳性のずれ(母子関係、も含めて)との間Kどのよう念相関がるるかを追求し

出生j買位により特定の傾向が認められるかどうか解明する。

1) 規範意識のずれと出生j演位

長男・中間子・末子1・一人子は，それぞれ，とのよう念割合で， ( s )グループと(L) 

グルーフ・Uとわかれているかを調査し，出生順位と母子間の規範意識のずれとの間にどのよう

な相闘があるか追求する.

匿~の部分は， ( s )グループに属す人数をパーセント枯らわしたものである。

仁コの部分は.C L)グループに尉人散をパーセントであらわしたものでるる。

第/図から第¢図までを概観してみる。

長子VCつ加てみると， ~年生男子@， ~年生女子@のように， ( L)グルーフ"vc長子が多

い場合もあるが，全体としては，@・@)V>ずれK会いては，どちらかと加えば，長子は(S) 

グループに多い。

中間子についてみると，@・@いずれに:Jo>V>ても，中間子は，どちらかといえば.(ム)

グノレープK多い。

末子Kついてみると，母親が勤めてW な同家庭では，どちらかと伺えば，男女ともに(s ) 

グループK多(，勤めている家庭では，女子は(s )グループK多(，男子は(L)グノレー

プK多い。

一人子は標本数が少な(，資料としての価値がないと考える。
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..2) 期実意識令部と兄弟関係

母子問の実践意識のずれに基づいて構成された (s )・(L)それぞれのグループにつ

いて/)と同様の集計を行ない ，まとめたのが上の第5図から第S図で&る。

長子Kつwてみると，タ年男子@を除き，長子は(s )グぞーフ"vc多加。

中間子についてみると，母親が勤めている場合は(s )グループK多<，母親が家庭

I'CV¥る場合，男子は(L)グループに多く，女子は(8 )グルーフ'vc多加。
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末子陀ついてみると，だいたい末子は(L)グルーフ・K多<，との傾向は母親が勤めてい

る場合陀著しい。

一人子κついては標本数が少なく，したが}って， ζこでは考察り対象とはしな柄。

3 ) まとめと考察

長子陀ついてみると，規範意識と実践意識により必ずしも傾向は一致し左加が，どちらか

といえば長子は，母親の職業の有無にかかわらず，母子聞の道徳性のずれが少念いものが多

いとみるととができる。とれは，長子は，出生第一位とwうととから，暖かw愛情のもとに

指導的地位を与えられ， [""よい行為Jが具備されて判，また，年少児の行動に対して責任

をもたされて'^るからであると考えられる。しかし，反面ζのように，会兄さん扱l凡され過

ぎる長子は弟妹に対する嫉妬心・憎慈感・優越感，支配性などの保守的専制的傾向・あるい

は，小心翼々・臆病・苦労性などの退えい的を傾向そ示:示場合もるりこれが母親との聞のず

れを大きくする ζともあろう。とれが，長子を(L)グループに存在させる理由のーっとも

考えられる。

中間子につwてみると，どちらかといえば，中間子は母親との間のずれが大きいものが多

いが，母親が勤めている家庭では，中間子は母親との聞の実践意識のずれが小さいものが多

ぐ，念か念か複雑な傾向を示している。とれは中間子の特殊の立場をあらわしているものと

考えられる。すなわち，中間子は，兄姉や弟掠Kはさまれてv自己の存在を主張する方法とし

てとる態度は，第ーに長子に追いつき， ζれに打勝三宅ために自らを強力に前方に去しゃるζ

とであり観第二の道は年長の同胞を披評し-iふとしめるととによって，対等の地位に立とうと

する行き方であり，第三の道は弟抹をいじめたり，また反対にきわめてやさし〈面倒をみる

とによって年少の同胞の紐に入る行き方である。一般に，中品守子は時には向うみずで負けん

気と lハわれ，時には劣等感をもち陰険といわれ，時Kは暴れん坊で弱加者いじめといわれ，

また時には内気で恩'^やりがあるなどと加われるのは，ーとに述べたいろ同ろな場合vc主事芯す

るものであろう.ζのよう念中間子の複雑かつ微妙念立場が，母子聞のずれを時には大きく

し，時には小さ〈していると考えられる。

末子についてみると，実践意識では母子聞のずれが大き加ものが多加。一般に，末子に対

する殺の態度Kは，いつまでも赤ん坊あっかいを樹7る伺匂がみられる。したがって，しつ

けや訓練が忘れられがちであり，愛情の王座を退位させられるととも念凶。このような過度

の愛情と保護が，末子を増長さぜ，'^ろいろな前認を生ぜしめる原因となる。末子はいつま

でも安易念依存的生活K甘え，自我の確立しない自制心や独立心の念何人間Kなりやすい。

したがって，末子と母親とは，実践意識のずれが大きくなるととが多いのであろう。

一般に一人子は多〈の点でほかの児童とは異なった特徴をもち，教育上や日常生活上の問

題児Kなりやすwと加われている。とぐに，情掛句傾向の問題になると問題行動が多<.特

に注目されるのは，一人子の情緒慣向の両極性である。しかし， ζの調査では標本教が少な

< ，母子聞の道徳性のずれとの倒併、を検討できる資料とは~ら&かった。
以上は，子どもの出生j瞭位K焦点を£いて，母子聞の道徳性のずれを考察したわけである

が，ととでは，出生娘位によ b特にきわだった傾向は認められ~い主加えよう。それは，と

とでの考察は，標本数が少念いため，兄弟の数や性的構成，さらには，家庭の社会的経済的 ，
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文化自嫡影などの要因を無視した，ど〈大まかな考察であるからであろう。出生順位と母子

間の道徳性のずれとの聞には，どのような相関があるかを追求する場合，前述のいろいろの

要因を考慮すると ともに，さらに母子関係の様態もあわぜ考え，全体的な関連考察を試みな

ければ念ら念い。しかし，とれには非常に多くの標本を必要とし，との調査においては，不

可能であった。

次に参考までに，母親と長子，中間子 ..1友子，一人子との間のそれぞれの母子関係、の様態

をのぜて;1.;;ぺ。下の図表(親子関係診断テストによって得たパーセンタイノレを平均した数詞

K 主れば ， 母子関係の機態は学年・性別 ・母親の職業の有無により，か1.tり異なり，

長子，中間子，末子， 一人子それぞれK特有な傾向は認められない。 ζれもまた， 兄弟数，

性的傍成，家庭D社会的経済的文化的背影を考慮しなければならないととをゐらわしていゐ
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四むすび

母子関係と子どもの道徳性という問題は非常に大きな問題であり，親子関係診断テスト，道徳性

テスト生どに基づ〈統計的処理結果だけで，その全貌を明らかt亡するととは不可能に近い。しかし

ながら， ζ0調査研究により，子どもD道徳性の高錫するために効果的かつ促進的な望まし'.""母子

飼係のあり方D一面('C~いては，その続税をとらえ得たと信じている。 ζとでは，との調査研究K

よってi専られた結果について ，:z . .3の考察を試みるとともに，今後解決を要する問題点にζ もど
もふれながらむすびとしたh。

/) 子どもD道徳性を主主培するために，母親についてまず問題V亡しなければならないのは，母線

によって示される道徳的行動。裂である。との行動の型は，行儀作法のような感覚運動的のも

のから ，ものの考え万，価値への態度のような内面的なものKわたるDであり，道徳内容から

みれば基本的行動僚式，倒人としての道徳から社会成員としての道徳にわたるもDである。子

どもはその家経に生まれおちるや凶なや，母親やそDI也の家族の人々の行動の型を学留し，と

れによって，子どもは家庭人となると同時に社会人ともなってい〈ものである。との学習の過

程は行動的学留であり，経設的学留であろう。との窓味tとおいて望乏しh道徳性の魯培の面か

らいえば，子どもの心のよりどとろとなる母親の行動。型が低劣なものでな<f道徳的に高い

価値のあるものであるととが必要でゐるととは当然のととであり，との調査結果もとれを明瞭

に裏づけている。しかし，母親の道徳的行動の裂は，母続。個性的なものにも決定されようが

同時κ，その家庭を包む社会Kよっても規定されているDでゐり，ととに教育の関与する重要
な面がゐると考える。

.2.) 子どもの道徳性を啓生きするためVC，母親について，次K問題Kしなければならないのは，母

殺と子どもとの感情の交流騎係，すなわち，母子関の情緒力学であろう。母親の意図εぉ ~K

子どもK望ましい道徳的価値観や心情を育て ，送f忠実践とUて具現させるためVては，母殺の高

い道徳性が必要とされるばかりでな<.望ましい母子関係が成立し，子どもが情緒的に安定感

をf辱ているととが要求されるというととである。

情緒は欲求がいか陀満たされているか ，ゐるいは阻止されてhるかの関係を反映するものと

して現われる。 ζんにちの精神衛生は，情緒。安定性，不安定性を重要な問題としてhる。子

どもtてとって街たされるべき基本的欲求として，愛情，独立，成就，社会的承認などへの欲求

がゐげられるが，とれらが母線とのl掲係において適当K局たされていかねばならない。

との謝査lておいては，子どもの道徳性。啓港Kとって，母親陀よる愛情がいかに大切である

か，をた愛情の過多と欠乏がいかK子どもの道徳性。感培K妨げになるかが明らかとなった。

ナなわち子どもの愛情への欲求が母続Kよって適切に満たされているととが，子どもにf青緒D

安定感をもたらし，道徳性を啓培する基盤となっているとみるととができる。

しかし，ととで注意しなぐてはならないととは，人間関係tておける情緒。発生はきわめて微

妙であって，合理的な意識だけでなく，非合理的な下層に深〈般をおろしているととである。

ゆがんだ心は，との下層的な情緒。回をもって相手の言動をとらえる。また，子どもは非常K

鋭敏K，大人の心。下j菌にもE‘められている感情をかぎつける。 ζDような人間関係陀おける情
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緒は複雑で合理性をとえた面をもってhる。との意味において，と〈に室長庭では人閣の自然的v

感情が発銀し，相互に彫饗してい〈のであるからとの点の配慮をと〈に必要とするであろう。

情緒はまた，きわめて早〈条件化し固着する傾向がゐる。 一回の経験であ って も心の底κ不

快なしとりとして残り生きつづけるととがゐる。とのようなしとりの内容が，たとえば，母親

。偏愛Kよって生じた反抗，憎しみ，しっと，復習などの心である場合，子どもの道徳性D啓

培κ好まし〈ない影響力をもっととは当然であろう。しかも，とのようなしとりは自分の意志
ではとり隊〈ととができないほど強固κなっていぐとと を考えあわせると，教育商からおおい
K関心をもたれるべき対象であろう。

教育的な自刃通ら考えると ，どの情緒もま ヲた〈同じ価値であるとはいえない。愛，感謝など

は価値高い情緒。形態でゐると考えられるが，教育的κは，とれらの高h情緒の形成が家庭内
の，とくに母子関係をとおして形成されていかねばならない。 ζれは，子どもの道徳性1)啓培

。基盤となるばかりでな<.家艇における教育的機絡の本質を形成するものであろう。

3 ) 母子闘係に闘返してふれたいととは，教師子ども関係でゐる。子どもの道徳性を感培するた

めvc.望ましい母子関係が成立しているととが必要とされると同様に，学校における道徳教育
の開通も，子どもと教師との入閣関係κ発し，そとK帰ナるものが多いというととができょう。
一般でも ，道徳教育の成果は教材と子どもとの関係いかんKよると言われるととがある。たし

かκ，教師と子どもとの人間関係を整えるととが，子どもの道徳性が魯培されてい く基盤をつ
〈るものであろうが， ζれが経験的に ，ばぐせんと語られているだけで，具体的KどDような

関係が，子どもの道徳性が啓培されてい〈心情的基盤をつ〈ってhるか実証的な追求はなされ

ていない。とのような追求がなされた時VC.教師子どもの人間凶係のあ り万が道徳教育の万法

論。領域のなかKはいって〈るととができょう。

なお， ζの調査研究から類推すると ，教育的な基盤的人間関係もまた，愛Kよって結ばれて

いく蝿係であろう。乙ζで愛とは何かというととが間勉になる。道徳教育の方法論という観点

からいえば，自己の安定感をささえ得るものであり，自発的K自己を卒直に考え現実に当面す

る力を婦させるものであり，価値陀むか唖て自己を生かし，また努力してい〈決意を可能κす

るものであろう。要するK教師と子どもは，社会的役割，位置，機能のような枠組のなかで関

係しあうだけでなぐ，おたがいがとれらの枠組をつき破って，人間として平等D立場K立ち，

そとで相手の価値を認め ，成長を信ずる鴎係でなければならないと考える。とのように，母子

間tておける望ましい人間関係(愛情。関係)と同じ関係をとりながら ，とくvc教育的という時
には，信念とイ雷頻の胡係というととができるのではなかろうか。

〆) 最後に述べたいととは，調査研究の万法上の問題である。ととでは，母子関係K焦点をあわ

せて，子どもの滋徳性をみてきプそが えれκは次のような味解決 の問題が妓されている。
母親。子どもへの影響力は，家庭における母親の地位，役割などκよーても異なる。すなわ
ち，母親をめぐるさまざまな要采がからみゐv>， 働きあって，それぞれの要素がたがいK傍造

速飽をなしていると考える。との傍道選闘を捉えるようKしなければならない。

母線Djj彰響力を追求する場合単にそれを受けとる子どもの側。心理的環境のあり方をとらえ

るばかりでなぐ，母親D心の動きも調査しなければならなh。

母親のもつ人間形成力は，単に母綴個人がもつものではなく，その家縫を傍成している人々
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や社会vcつらなり，また，その社会。歴史K規定されているのであ 9てJ母綬のもつ人間形成.
カは，同時に，社会の形成力を含んでいるととを留意のうえにおいて，探究をナすめな〈ては

ならない。

との謂査研究報告の稿を閉じるにあたり， ζの調査に協力していただいた学校の先生万なら

びに母親D皆綴K深h感謝の意を表します。

なお， ζの調査研究を直接担当ιたDは，小川敏通，堺嘉治D二名で，との原稿を執筆した
のは堺嘉治である。
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第/表 I男総意識のずれと母子関係

@ タ年生男子

第3表 規範意識のずれと母子関係

@ タ年生女子
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ノ守ーセンタイJレ 51 ドタ 5.2 S~ S6 57 5d" るみ世tタムZ主??。 69， 75 73 73 6守 d"1 o5 60 
危笑 a ? 6 18-5 4と E 主 3 f ム2 3 / ヨ / J 。 / 3 。2
ヲb .2(，1. 同f /d" 。21，{./5 fユ.2~ど IS 91/5 51 d" 31 d" 31 3 。 31 g- 5 

準 (，1. /。 ~ /0 ヲ 3 ア E ? /タ .1'1. O 3 / f ア /1 31 d" 

ヲ 盟

司6 1 .2~伝ν.2. 3 /.2 ヨ之7 ヲ。2/。ZI，{..27 3d" d"1/o 8 3 れ刈ヲ
普 実 1/フ同/'7 .2ノ /6" 120 之~ .2/ 広z/ヲ 。Z{'3/130 3/ 35 31130 
% 5之色 5.2 ó~ど 5516/l67 6~ 67 56" S7 Id"~ι 6"1 ð"~ι ヲfal，{.FI 

ι 

L (様本数3.2)S(標本数J3 ) し(標本数37)S(標本数37)
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第5表規範意識のずれと母子関係

⑤ タ年生男子

i 

類 型 消 |積|厳， 1 J羽 平

‘ミ ffi拒格待 渉

ノ←センタイJレ ぽ/もιIーι336 6/ 

1芭 j実 フ (， 主 3 :2 

% ドア t，L.0 33 。20/3 

準 実 s 51 :2 61 3 

係 33 33 /3 4ι。:20 
普 -実 3 t，L. J" 6 /0 

i% 。20。27.s3 4ζ。区フ
ノ守一センタイル 35 t，L.:2 3J" 。26fCt，L. 
危 実 主 5 5 E 。2
% 36 36 36 36 J月t

方=

安 愛従盾

~3 5.s 6';るもιフ
t，L. 3 :2 t，L. 

ー27:20 /3 :2フ

01 3 31 t，L. 

。:20 :20 。27
// ヲ /0 ク

73 ιo 6ク t，L.7 

t，L.6 5t，L. 6.2 t，L.9 

ヨ 3 3 2 

。2/:2/ 。2/。2/

不

致

.s/ 

3 

:20 

第 ι表 規範意識のずれと母子関係

⑪ ¢年生女子

消積{厳期干 不ヤ 矛 不

拒拒 格 待渉安愛従 1奮 致

t，L.0 50 け?!St，L. 降ヲ 6/ 56 6/ .s6 .s.s 
フ フ / :2 / :21 3 31 :2 t，L. 

3:2 3:2 主 ヲ 5 ヲ/t，L./t，L. タ IJ"
t，L.1 J" J"I J" フ 4ι 6 31 :2 J"I 3 

。2736 36 36 3:2 VJ" 。27/t，L. タ36 F位、

8 ? 7 /3 ノ3νク /t，L. /6 ノフ /:2 ノ.sl
.s3 3:2 3:2 59 59 j;;>フ 6t，L. 73 クア55 6J"! 
t，L.5 .sl .s7 lS/ /.s.6 民ク 6t，L. 56 61 6t，L. 56 
3 t，L. 。2 t，L. t，L. 。z3 11 3 。21 0 
¥:z/ /♂ デ/グ /J> ヲ /t，L. 51/吉正 91 0 

準 実 6 。21 3 ク 5!μ 。Z / 51 6 J"I 6 61 3 / 31 J> .s'. t，L. タ

% ~3 /t，L.1:2/!50 宮る ;:2タ /5 d'" 36 t，L.3136 。Zク。27/t，L.! 5 /t，L.13ol:23/J> 1，(./ 
幸聖 笑 31 7: 61 :2 フ 7 7'1/0 6 3・1/0/タ 1:2 /よドタ バ 1131/μ16/31 

一元一竺h空竺3j;5~0 :.s016タ171幻 j36件516μ1S.s伊r伊6!7311S9!μ :73lS7| 
L_ (標本数 /.s)s(標本数/μ) L (鎮本数。2.2)S(線本数:2:2) 

吉区 7表 規範意識のずれと母子関係

@ ι年生男子

第Z表 規範意識のずれと母子関係

⑤ 4年生女子

被 期 i=子
' 

不 1溺 1盲 1矛奇書 主担 消 積 吾1矛不 押さ 積綬期 4子 不

す巨 ta 格待 渉 安愛 従 盾致 拒 拒格 待 を長 致

」

lハ『ンタイル 33 63 区r65 77 ~5 ク。2クt，L.170 ドμ 39 50 是正?60 65 67 い♀ 67'伊ア t，L..2 
(y 危 実 J>I .2 。211; / 。。11 0 .2 もII J> 6 31 .2 .21 / / / 5 
グ 4品 t，L.t，L. // /1 6 6 。。6， 0 11/ 。2/もι:23.2 /6 1/ // 5 5 51.26 
Jレ 準 笑 51 5 /1 .s /1 0 。21:2 31 / ? 31 :2 主 ーζ t，L. 61 t，L. フ ク

% .2d'" 。2d'" 61U' 6 。1//1 /ク 6 t，L.7 /6 /1 。26。2/.2/ 3:2 12/ 137 37 
ブ 宅華 実 51// /.5・y.2/6 /J" 16 γ7 !l5 v.s 61 J" // /1 /3 13 /:2 /タ // 7 

% 。2J>6/ 1:r3 旨?d" 7' 1/∞ J"9 7タjf'3'f'3 3.2 4正。Z.sJ" 5J" 66 :oJ" 63 フ4正防き3ク
パーセノタイル 53 6J" 66 回3ア/フt，L.

6o3lL5r f 65 65 3J" 6.s 63 70 7t，L.175 ア/7:2 6t，L. 6:2 
(司 危実 / / / 3 。/ / 。ヨ C / / 

グ iあ 61 O 611フ 01 6 01 O 6 。ノ6 01 5 。。。 。51 0 。
Jレ 準 実 J"I :2 タ.2 :21 :2 51 5 31 ~ど ノ3 t，L.1 t，L. ♀ /1 t，L. 。2 t，L. s s 

% 4ど4ど1/ ~♀ 〆/ノ/// 。u2J" Vク12:2 6J" 。2/。2/// .S'i，2 / I1 
ー21
同6。26

プ 韮華 笑 ヲノタ/3 113 /6 15 /3 /:2 VタVt，L. 31/ .s /t，L. /アI/J>(.s 117 /タヤ't，L.I~ど
1 % 150!.? 31702向 付 f?31クヰ7f7J"fJ> 1/617917仰デi埜?門医泣アタ
し(様本費支/J")S(徳本 数/J") し(根本数/ヲ)S (原本数/ヲ〉
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明資料

第?表 実践意識のずれと母子関併、

@ ~年生男子

第10表実践意識のずれと母子関係

@ 与年生女子

類 型! 消積鍵!:1 JtlI平不級官矛 厳網干不 J級 官 4矛 i~ 1
短拒格 待 渉安重量 従 iIrt 数拒ナ巨 格 待 霊長安愛従盾致

パーセンタイル 3/ 38" 3.2 院ヲ4正34ιF 6/ 68" ~S S8" S~ 6~ S3 .>6 6~ 主フjs"o 防/S3 Sク
(q 1G; 突 /~ /~ /.2 /~ // /3 3 31/0 61 6 ~ I ' ~ 6 ヨ 8 8" ク .2! aZ 

グ 1{6 .50 50 ~3 fS"O 3少~ι /./ 〆/36 .2ノ。2ノ I弘 /~ .2/ /0 ~ó' j，Zo' I.z ~ 717 

Jレ 百I!! 笑 71 7 7 ヲ 主& 51 ~ ~I .s 61 7 /0 91 5 61 7 ? 6110 

"t .2.s .zS .2.s 3;;' /8" 。2//o' /~ /~ /o' .2/ .2~ 3~ 3/1/クド/回タ 日2~ .2/ 3~ 

プ 普 実 フフ ヲ S /;;， タ。20.2/ I~ /フ /7 /8" 15 /~.2 / I/.5 I~ νS 
ー21
/ア

係 .2S ;l，.S 3.2 Io' もι33;;' クノ?主SO 6/ S9 6.2 5;;' タ8"?.25~ ~d' !>..z ア。2.59 

パーセン者-1)レ 35 39 匂ιフ ‘~3 S/ 51 7.2 7~ .55 '60 55 6S 60 15.J 6S .s7 1>/ 主主 .53 6/ 

(勾 危 災 タ10 6ノ3 SI7 / ゐ2 3 31 .J 3 /1 ~ 31 S も止 ~ 51 1 

グ % 33 37 。2.2μ8" /デ.26 ~フ /1 // /。/。 31/~ /。/ア/手正 /~ι /ア 3 

11ノ 準 災 917 d'1 .2 61 6 .51 .2 d'1 5 /.3 6 91 d' SI d' タ/。 ァ r
% 33 !.26 30 71.2.2 ゐ2.219 71.30 /ヲ ~.5 .21 31 ゐ2d'/ク。2d'3/ lj' ~ι 。2~1.28" 

プ 普 災 91/0 /3 1.2 16 /~ 。21.23 16 /ヲ 1.3 。20/デ /ア。21/6 /6γf /ア.20 

係 33ドア W8"'仰 ..>91 ..>;;， 17d'1打 ">9' 7ク ，~S16 9 166:">917 .2:.s SUμnlu 

し (偲本数一Zd')S(桜本数。27) し(綴本数.J9)S(惚本 数.29 ) 

第 1 1表 実践芯;織のずれと母子関{糸

@ ι年生男子

第 1.2茨実践意識のずれと母子関係

@ ι年生女子
， 

類 型 f筒 積 厳 問 'F 不 君事4 育 矛 不 消 積出覧 期 子 不 重加 富 矛
耳ミ 1

一 一
拒 指 格 待 話長 安 愛 従 用 数 ta 1a 絡 宇寺 主長 "' 盟聖 従 従 致

パーセンタイル 合ι6.58" t"7 ド36S 区6杯。171 60 5.s 区6 .2 SO ">5 伊ヲ 68" 66 6フ6.2 5/ 
~) 危 5経 E ア 61 ..> .31 ~ 6 31 3 宅ι 619 716 3 ~ I .2 31 3 6 

グ 争 b2.5 ふ2/タ /6 9113 Vヲ タ ヲ/316 回μ /タ 6 g・11 ">1 g- d' /6 

11ノ 靖畠 実 /.2 タ s 6 71 ~ .5 ~ ヲ 6ノアレ3 タ / 110 もII d' ι10 /;;， 

"t 38" .zg-/6 11ヲ.;z.;z /3 Vo /3 1.28" ノタ ~6 ~.5 .2~ 10 ~7 // ぷaZ:;(，.27 3;;' 

プ 普 実 1;;' /o 同ノ同/.;z.;z 同タ同/同f.20 。2;;'/4とils 同/20 ドタ .29 .2ク.2d'.2~ /タ|

"t 3d' 50 回6回669 !7..> 出6178" 6守od' 138" ド/..>7 ~ ~..> フ8"73 76 65 Sl 
パーセンタイル 5.2 5アfs"S 険?6.2 6~ 150 グ/66 59 防タド36タ伊タ t;>~ 175 75 d'j 70 ι。
(S) 危 9ミ 8 6 主 61 3 / ~ 31 3 3 31 3 /1.2 / /1 1 /1 .2 / 

グ d事 .2~ /8" ν2 Id' タ 3/.2 タ 91 9 d' d' 31 S 3 31 3 31 5 3 

11〆 Z車皇 実 フ も{1/。~ I ? s クク ? 13 ア 71 .2 3 6 
一23aj何n.J246?Z ro % ;u 1.213ρ 1.2 /..> 。21.2古正 同/1.21.27 3.5 /デ /デ 2 .j" /6 S.151~一一一7ー-

プ 普 実 /d' '.231/8" 1，23 .2.5 .25 ;l.I 同31.23.2/ 。2/~7 .29+;>3 (;'5' 30 3~ !~tu 
% Ss 70 Is 5 70 176 176 6~ 170170 6~ご fア173 7d'l?9 Jr9 国>19.2!ヲ.2l70170!
L \. 原本数~.2 ) S ( 様本数33) しく標本数37)s(線本 数 37. ) 
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第/3表 実践怠織のずれと母子関係

⑤ が年生男子

類 当証
消
積 厳 期 平

拒
拒 格 待 渉

不

安

パーセン~イル ‘ユ守3フ 36 37 ヤ¢ 56 

毒自

盟E

1>3 
1芭 実 61 c:f {， 1 5 -2 ~l ~ 

φ ~O 53 ~O 33 /3 1.2フ戸タ
自緯 実 71 3 31 S {，♀， / 

係 玉正ア.20 。2033 ~O /3 ク

盲 矛

従 盾

60 ￥3 
31 ~ 

I.2U ~:γ 

。z5 
/3 33 

不

一
致

~7 

i 第 /t，l表実践走:識のずれと母子関係

③ ¢年生女子

消 積 厳 期 平 不 訟a 向 矛 不

一
fEI 11主 絡 待 渉 安 替t 従 盾 致

4正S1Sc:f js9 防r6~ 6c:f 55 6/ 5c:f 5LJ. 
31 O {， I .2 .2 /1 .2 31 .2 。213 
自ι""戸空 ，-27← 7'1 5' 3・タ /~ 91 9 /~ 
4 r 6 ~I 6' 事， ./.. J 主 5 

~o 3フ1.27 /6' 37 /6' /6' .J-7 .2.2 .2.2 ;z;;z-

普 突
ー21 ~ {，I 5 ? ヲVO10 61 (， 6'1/0 /6 /.2 /ア/6 /3 /5 /5 /~ 
% /3 .z7 t，lO h正ア33 ιρ 回ク 6ク

一20
.2ク36 ~5 73 55 クク 73 主ヲ 66' 6c:f ド〆

パーセンタイル 3.2 ~7 ~6 36 5.3 53!S7 60 伊3~9 ドヲ 防?S~記 5.2 ク66.2 5{， 6.2 6.2 57 

危 実 51 ~ピ 51 ~ 
一.21~ι 
。31 3 

一2

51 3 31 ~ .21 3， 11 ~ 。21/ 

% 36 .2ヲ 36 。ZタI~ μ? 。。2/μ/ /~ 。23/~ /~ /c:f 91/~ 51/グ / s 

首邑 実 51 / /1 5 ~ /1 5 r 伝 51c:f ア 10 ~ ノ 5 (，I .2 71 7 

省 36 717 36 伊ヲ 7136 ア伊タ136 3ク 3/ μs /c:f 51..2♀ 二27 タ3/3/ 

普 実 4ι ヲ .?I 5 8 91 5' /0 717 ヲ/..2 タノ~ /タ /~ /5 /6 /3 I~ 

¢ .29 ヤフ6;ど 36宝?6~ ドタ ア/ヤ0[>0炉/55 ~/ 6~ 6'"6 “L66' ?ヨ1.59 6手ご
L(得本数/5)S(謀本数/μ) し(線本数.2.み)S (標本数.2.2)

表実践愈識 母子関係 }表第 /6

@ 

類 積 鍛 期 平 不 普J l.i!" 矛 不 消 期 平 不 湯4 盲 矛 方=

鐙 格 待 渉 安 愛 従 膚 致 ta 拒格 待 証書 安 君主 従 盾 教

パーセンタイル 3ク6.2 ~/ 仕?~6 ~/ 65 ~{， ~ヲ fタ3フμr .nι L品3 7{' 76 ク.2ア/59 ~ヲ
危 実 51 3 .2 .2 / 。/1 .2 。31 ~足 と「 ~I .2 /1 0 / /1 0 3 

ヲ6.25'" /7 // // 61 0 61/1 。/ク.2/ μぷ .2/ V/ 51 0 5 51 0 /6 
首位 実 6'1 ~ 3 ア f 。~I ~ 3 31// 3 .21 5 .21. ~ど 。2 3 ア 6 

一% ~~ ソフ.2.2 39 ;U 。。2.2体2ν? Jフ5c:f /6 ノノ同6 // .2/ /1 /6 37 3♀ 
事華 実 f /1 V3 デ/ー2/c:f /3 /.2 VJ' /.2 ~ c:f ノ3V.2/6 15 /6 /5 /.J. /0 

% .2c:f 6/ ア。Z50 67 ，0ゾ ア。Z167 lr3 るフ。21旨~.2 o6'ド3 6'~ フヲぽ伝 79 63 53 
パーセンタイJレ 50 69 70 t7/ ~.3 76' ア/ア6ó~ 70 ーι3同ク 57'67 63 67 60 フ.26/ 5~ 

危 実 ~I 0 /ぷ 。/。。/ 01 3- f 。//1 .2 / 11 1 .2 
場 .2.2 016 11 。ι 。。6 。16 主 01 5 511/ .51 5 51// 

担且 実 51 3 。Z / /1 .2 .21 3 3 11// .2 61 .2 .21 ~ f 51 S 6 

。島 ♀S ノク'/ / 6 61/ / //  /ア /ア O 15c:f // 3.2'// // μ/ 1.26 。26。263.2 
普 実 9!IS 1t5 15 ノク Is 16 1J5 I~ /ア 5 /{， /;μ /6 /3 13 13 /3 /1 
ヲ650ド3伊/iP39~ d"3 6'"9 ~3 フ8 守t;..26 f"~と 6ð"c:f~ 16'~ o6' o6' o6' oc:f 5c:f 

L (桜本数Ic:f)S(糠本数/6'") L (阪本数/タ )s (様本数/ヲ〉
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第/7表 規範意識のずれと母子関係

母怒荻瀦灘印有無 母親が勤めていない家庭 母殺が勤めている家庭

-------..?亙尽u~男 4ι 17: 6 男 6 女 ~男 4正女 6 男 6 女

(Lj (s) (叫(勾 (叫(~ (叫(司 (叫(王寺 (叫(司 (吋同 (叫 (s)

道 ググ ググ ググ ググ ググ ググ ググ グタ

f啓 Jレ Jレ Jレ 11ノ Jレ Jレ Jレ Jレ Jレ )Jノ ノレ Jレ Jレ Jレ Jレ Jレ

内 ，-， I ， 
，廿プミ・

ププ -ー'ι ，...・ ノブ ププ プブ ププ プ プ ププ

!現 主~，r--i1'!T行動様式 デ/タ3デ.sタ6J'7 6"7 6"~ 90 6".s 902 9.3 ~正 6"6 6"6" 6"6 ð"~ 

昔話
個人としての道徳 ~~ヲ/ ヲ~ヲ4 6"6" 90 8ヲヲ♀ 6"0 6"6" 6".sヲQ ヲo9/ デ/g-9 

子 意 租会波賓としてに道徳 76" 6"6" d"6 o.s 6".3 6"ア 6".3 d'" 6 ク/6".3 6".3 6"6 6".s 6"~ 6".3 4"6 
議
合 計 6".3タ。 タ。Z タ36" 6 6"6" 6"6 90 76" J'7 6"6 9/ 6"7 6"6" n 6"7 

ど
実
基本的行動様式 7.3 79 79 6".3 69 70 66'ァ。 7.s 73 66" 77 .s6" 6.3 66" 66" 

践 個人としての道徳 69 フ6フ'6".5'6 クf ク。2ク37.s ク373ヲ5~と 69ク0 6673 

も 意 お会が碩としてι猫徳 66 6.5' 71 7.s 73 7~ 7076 6/ 7/ 69 73 6ヲア/6.5' 7~ 
識
合 計 69 7~ 76 .5'.2 73 7.3 フ/7~ クo702 702 フ~， 67 69 66" 73 

基本的行動様式 á'"~ 6" 9 6"3 ヲヨ d"o 6'"9 a'"9 .5' a'" 76'" .5'o d'sと 9.2 a'" 6 a'" a'" á'"~ a'"6'" 

母:
規
個人としての道徳 8'"7 90. d".S" 9ヨ.5'3 90 d"6 6"9 .5'~タ0 .5'.s 9/ .5'6 d"6" d" 3 .5'9 
!IIB 

意 組会成員として¢道徳 8'"/ .5'6 .5' / .5'..s 76" .5'~ 79 6"6" フ66".3 フ6 6".s 6"/6"o 766"6、

語講 合 雷十 8'"~ 6"守、6".3ヲJ 6".2 6"6" ~.s .5'9 6"0 et7 6".2 6'"ヂ 6"~ 6"et 6"02 6"6" 

笑
基本的行動様式 ア/ 7~. 6".s 6" / 7.3 76 77 76" 7/ι~ 76'" 7.s 73 7.s ア/ア/

親 践 個人としての道徳 73 77 フ.3 6"~ 75 7et 7776 '7~ 7~ 7.s 75 76" 79 7676" 
意

議
谷会成員として《粗徳 63 76" 7/ .5'0 ?もι767~ フg 66"ク。Z73 ?;t: フ6 75 ク/76

合 吾十 169 76175 6"02!7~ 77 フ6 77 7/ア/75 76 76 76" 7376 
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第 I 8'表、 実践意識のずれと母子関係

母親が勤めていない家庭 母親が勤めている家庭

<<男<< :tr 16男 6 女 <<男 s!女 (，男 6 女 l

(叫(劫(叫(勾(吋 (S) I (L) (S) (叫 (S) (リ(司 (吟・ ~)I (叫(グ司 | 
ググググググググ ググ ググ グググ

)!νJレ Jレ Jレ )V)レ Jレ Jレ Jレ Jレ JレJレ 1レ Jレ Jレ Jレ

J I I J I I I I I I I ， I 1 I I 
プブブププブ ププ ププ ププ ブプ ププ l

基本:的行動様式 デ/タ3 デタタJ'J' $ J'J' J'7 J' J' J'9 J'J' タ4ど 93J'<< g: 6 

-個人としての道徳 J' $ J'-'1 93守&J'J' 90 90 90 J'3J'$ J'J'ヲ0 ヲ/'10 a6 9 

主主 経郵怨註しての道徳 J'O J'" 3 cf 3 J'"ク J' 3 J'J' J'丹;.:J'$ 7J'7(， J'o 6'3 6'('J'o J'".2 6'.t，< 

ど
車車
合 計 8主6'J' ヲO 守4ι J'o c:l'守 6'7 6'<f 6'36'3 J'6' cf6' 6'6'6'J' 

5寧 基本的行動様式 ク3クr 76 3'6' 6J' 7/ 66 ク。2ク〆 73 69 76 $96/ t"o 63 

tも 藍量 個人としての道徳 -16$J'O 7<f 6'6 ク。Z7ワ 6J' 79 6ヲ76 70 7J' グピr76 
意
社針揮として崎徳 1.$7 ，76 6.2 7/ 

銭
ク0 ア<<70ク6&ヲ 76'6μ73， 6376 66 7主

-@コh 苦十 6~と 76' 7.s 6' 3 70 7主 66' 77 6d' 7<s. 67 77 61 7.2 T-J' 70 I 

親
基本的行動様式 J'7 n 6'6 デ/6'7 8"J' J'6' 6'J' J'6 J'O 6'7 90 ~μ 6'6 T'"O cf6 

母 範 個人としての道穏 n 90 6'6 デ/6' $ J'cf d"J' 6'フg-J'd"6 J'.s9/ ~ð" J'7 y 3J'7 
官豆 担会減潟としての道徳 a / 05'"6 05'"{'ι 6'"1 79 J'3 ，r<< J'<< 8"178" 78" J'3 伊78"0 a379 
議

材、ヰグタ l合 計 J'.s J'8" J>.s J>8" J'"I，{ J>6 8ワ8"7e.s 8".2 J>38"J' jcr7 c?'I-
実 基本的行動様式 6'1 76 (，アJ>3 フ6 73 7.s 7S 6/7S 17$ 7'1 173 75ク.27/ 

親
騒
億人としての道徳 クノクグ ク。ZJ> $ 79 76 7$フS (，$ 71，{ 171，{ 73' 78" 6'3・7079

窓

識 出滋賀去として侶様式 66 7~ι 73 76' 73 7J> 7f1-7J> 6~どア3 173 7<< 抑 8"0同
合計 6ヲ76ク/J>3 77 7.s 7.s 77 るもえ 7f1-17<< 77 17 6 J'O 

-61-




